
事 業 報 告

→和7年度—

シンポルマーク

人の動きの中にあふれる生命力を表現しています。

公益財団法人横浜市総合保健医療財団

指定管理施設

横浜市総合保健医療センター

横浜市神奈川区精神障害者生活支援センター

横浜市磯子区精神障害者生活支援センター
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I 財団運営

当財団は、急速な高齢化に伴い増加している要介護商齢者や、精神障害者等の要援護者が住み恨れた

地域社会で安心して在宅生活を送ることを支援するために、平成4年の横浜市総合保健医療センターの

建設にあわせ設立されました）

現在、 「横浜市総合困別医療センター （港北区生活支援センターを含む）」、「神奈川区生活支援センタ

ー」 及び 「磯子区生活文援センター」の各施設の管理運営を指定管理者として担っています。

当財団の主な事業は、「精神障害者支援」「要介護高齢者支援」「地域四莉幾関支援」 の3つで構成さ
れています。

「精神障害者支援」では、地域の一員として暮らしていけるよう 「医療」、 「生活支援」、 「就労支援」

の総合的支援を、 「要介護商齢者支援」においては、介護老人保健施設と併設する介護医療院と連携しな

がら、他の施設では受入の難しい、医療ニーズと介護ニーズを併せ持つ利用者の支援などを行っていま

す。「地域医療機関支援では、高額区療検査機器の地或区療機関による共同利用を実施しているほか、

急速な高齢化により増え続けている 「認知症」に対し、「横浜市認知症疾患医療センター但猥痙り」 の指

定を受け、また、 「認知症初期集中支援チーム」を設置するとともに、 I若年性認知症支援コーディネー
ター」を配腐するなど、地域四寮機関と連携し、地或における認知症商齢者等の支援を行っています，

社会意識の変化と新たな市民ニーズを踏まえ、保健、医療、福祉の向上に向けて、財団窃厘営に努め

ています。

●裔齢精神障害者への対応

●医師による専門的対応

●文化祭 ・夏祭り等における利

用者の交流

精神障害者支援

デイケア• 生活訓練 ・

生活支援センター・就労支援等

要介護高齢者支援

老健入所 ・診療所入院

介護医療院入所・通所リハビリ

介護予防等

●精神科医師との連携による

自立支援策の策定

●内科、精神科医師による心身

疇からの医弄岐援

●診療所の検査機器の活用

●急変時の医療苅芯

●認知症診断による状態把捏

●認知症疾患医療センター

（連携型）

●認知症初期集中

支援チーム

●若年性認知症支援

コーディネーター

地域医療機関支援

MRI・ CT等の共同利用

認知症診断外来等

総合相談室` J 
●各施設利用者に対する総合相談

●入月斤等に関する各施設との連携及び調整

●精神障害者二次相談支援

●計画相談支援・地域移行支援 ・地域定着文援

自主事業

●訪問毛護ステーションみんなのつばさ

●講演会、研修会

●実習牛、研修牛等の受人れ
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1 和囲状況

---
定只

年間延 1日平均
稼働率

¥~-一ー内訳 （人）
利芹者数 利用者数

(%) 
喜業 -------

（人） （人）

情神科アイケア 40 9,631 39.8 99.5 

宿泊刑自立ITJI練 20 5,858 16.0 80.2 

自立訓練（生活訓練） 18 2,193 9.1 50.3 

短期入所 6 1,560 4.3 71.2 

就労移行支援 18 2,752 11.4 68.2 

就労疋着支援 195 

就労支援センター 4,ffi8 19.3 

港北区生活文援ごンター ＊ 12,250 39.9 

神奈川区生活支援センター ＊ 12,902 42.3 

磯子区生活支援てンター ＊ 13,637 44.4 

総合相談室（相談支援事業I 973 4.0 

老 健 入 所 80 26,699 73.1 91.4 

一般棟 16,771 45.9 91.9 

認汀症専門棟 9,928 27.2 90.7 

通所リハビリテーション 20 3,490 11.4 56.8 

診療所病床 7 2,533 6.9 99.1 

介護医療院 12 4,368 12.0 99.7 

認知症診断 1,123 

文地 認知症外来 2,268 
援域

生活習慣病外来等
医

1,672 

業療 共同利用検査（放射線検介筍） 832 

共同利用検査<'I即検査） 76 

白
訪 問 看 護Jぶ＾~＂ 4,438 

幕
ケアマネジャー研修

業
230 

＊各生活支援センターの延利用者数は、「生話支援ビンター利用状況及び支援内容の援助方法」、

「横浜市精神障害者退院サポート事業及び地域移行・地或定着支援温業の個別支援実施状

況I、I計IlllI相談支援事業(!]延支援実績， I自立生活アシスタント事業の援助方法」、 I自立生

活援助の援助方法Iの合計数c
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II 横浜市総合保健医療センター管理運営事業

1 精神障害者支援事業

精付障害者が地域む一員としC安心しC自分らしい生活がぐきるよう、医療、 l章害福祉・介護吐会

参加、住まい、地域7)助け合い、教育が包括的に確保された I精神障害にも対応した地域包括ケアシス

テム」の溝築が進められているところです。当センターは、精神障害のリハビリテーションを上とした

芙療、幅祉、就労に閉する）ービスを付付体的に提供し、この構築に寄与しています。

精神障害のある方々の）カハリーを夫現三ズるために本人と本人を取り巻く環境に働きかにま土本

人が主体的に人生を選択し、地域の中で苔らしていくための支援をします，Jこいう岳広方針のもと

成30年度から：ま所属を横断して取り組むプロジェクトを起ちlゴ沢精神障害者のリカバリーの推進や誰

もが葬らしやずい脚或づくり 1（こ向けて取り組んできましに

令和2年1月から始主った新和！コロナウイJ／ス惑染症については、令和5年5月に5類感染症へ移行

しまじたが、基本的な感染予防策は継続しながらサービスを継続してきまじに流行期においては、外

郊向け舶I参心詞の企Lll卜開催等ま、中止やweb開催としておりましたが、 5類＾移行したことも受け、

段階的に対面やハイプリッド開催へこ移行し、コロナ禍でも実践可能心支援を展開してきよしたっ令和

7年度はようやくコロナ禍の影響から脱却し、入所・通所・訪閲いずれもまた多くの万に利用していた

だけるようにたりましtら

精神科デイケアで：ま、令和5年4月より、リワークコース（気分障古）の利用者及び復職先企業など

グ）ニーズに応えるために文援胡間を 1か月間短縮しましたまた、 12月より、』閉スヘクトラム症を対

象とじた船達障害専明プログラムを誤験杓1頂追加し令和6年4万1コ本格実施する等ニーズと専門性が

、プログラムの提供に取り組みました3

令和6年度から、戻療観察法対象者に加えて矯正施設等出所者の受Mtも開始しまし仁生活訓諌て

冗受入れを入口に、他の事業での複故のサーヒス利用に子）繋がっていまず，令和＇［作度は精神障古者支

援施設全本で、医療観察法対象者4名、矯正施設等出所者2名を新規，こ受け入仇て支援ー主した，

令和3年度から開始した、長期入院中の高齢情神障害者の地域移行を促進するために、要介護の状態

にある精呻障吉者を当センダーの介護老人保健施設へ受入ズしる取組については、令[L]7年度に7名の方

左対象に実施し主しこ

令和7年度は精神障害者支妥部門の峨員が介護県険施設に入所口の高齢の精神老害者を訪問して利用

者の相談に乗るだけでになく、高齢者支援施設と精神障害者支援施設を1い1時に並行して利用する「高齢

精神障害者おためし和］用事業」の第1例目の利用もありましね令和5年に開始したものの、新叩コロ

ナウノルス感染症の影害で長く、実施できませんでしたが、介護老人保建施設入げ叶の高齢精神障害者が

日中の外出先として地域精神保健部の「白立訓練（生記訓練）」に通所することで、介護と障酎苗祉の

,l,1スクッフか、その特性に応じてより深く適切に関わることができました。

また、令和5年度より横浜巾から「精神障害者ピ「スタ；；フ掏也事業Iを受託し、様々な取り組みや

研修を通してピアスタッフの育成及び;°アスタ；1フと緒1-働く胞設長や職具のビアサポートヘの理解
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を深めてきまし～こ令和7年度には、医療保護八浣中の方の権利擁護のために希望に応こて病院へ訪問

する「バ浣者訪問文援事錠」と、より充実を図った「精神障吉者ピアスタソブ推進事業Iとを什ごじし

た 精神障書者ピアスタッフ唯進・バ浣者訪問支援事業Iを横浜口から受託し、荊年度に引き続き、ピ

アスタッフを既1頂雇用している事業所に加えて、末だ雇用していない事業所｛］も巡□相談を実施してF
アスタッフと協働できる職場や環境づくりの評匙尼抽出し、事業効果や残る課堕について、より踏み込

んだ検討を加えることがてさまし以
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(1) 精神科デイケア（定員 40人）

精神障害のある人が、付会参加や生活のコ立といった佃別の日標や希望に近づけるよ

うに、グループ話動と個別面接を通じたリハビリテーソコンを行っています。

グループ活動では、吹患出日杓別の心理叶会的治療を行うプログラム、利用者各自の

疾崩特性や目標に合致したSST （社会乞活スキルトレーニング）、心理教育（疾柄理解

レ自巴対処能力の獲得）、集団認知行動療法、就労準備などのプログラムを実施しました。

うつ柄やうつ状態により休職している人を対象とした「リワークコース（気分障害）」

は、利用者屑の変化に応じて令和 5年4月から実施期間を 4か月間から 3か［間に短縮

しま」／た。平成 21年 10月のJワークコース開始から合和 8年 3月までに 70グループが

終了ーており、リワークコースの効果検証及び改善を日的とーた追跡調査を紅年実施し

ていまず。また、令和 3年度から疾患名を問わす青最人 l年間の利用期限の中で自身のペ

ースで復職をF1行す「リワークコース（一股）」も行っています。

令和 5仁 12月からは、自閑スペクトラム症を対象とした発送障害専門プログラムを試

験的に開始し、令和6年4月より正式にプ1 グラムとして実抱していま仁

ア 令和 7仁度のデイケア利用者状況

新規利用者 (115人）

気方惑情障害 59人

発達障害園 24人

統合失閲症 16人

神軽性障害・人トレ人関
連性障害及び身体表現性
障害 16人
その他 （！人

登録者 (201人）

令和7半度登録者

?01人

（延べ利用者敷 9. 631人）

利用終（呑 (120人）

復職 52人
※復職見込（リハごリ出勤制度
利用者） 14名合む

復学 3人
就職 8人
在職 2人

就％移行支援車業1吋 4人
就労継続B型 5人

地店センター作業所咽 1人
自寸訓練施設 l人
他デイクア 3人
家庭内適応 6人

プレ・体験利用で中断 13人
通百途絶：こよる中断 22人

※本表は令和7年度中における利用開始、登録、終了の状況をそれぞれ示したものである。

従って終了者は令和 7年度中の科用開始者どは限らない。

※本表の登録者数には令和 7年度中に利用終了し、同年度中に利用再開した万は利用期間

ごとに 1人としてカウントしている。

，
 



イ 登録者(201人：の性別・年齢（通所開始時点）

男性 女性

人数 110人 91人

最低年齢 22歳 17歳

最高年齢 68歳 63歳

平均年齢 40. 0歳 36. 4歳

ウ スタンダードコース プログラム 実屁状況

プログラム 実施回数 参加人数

運動（スホーソ、体はぐし、エアロピクス等） 141回 l, 228人

創作（手工芸、陶芸、書道等） 152回 l, 802人

話し合い（テーマトーク、新翡づくり等） 79巨 639人

文化（朗読・英会話等） 93匝 565人

心理社会的プログラム

（疾患別の心理教育 •SST ・認如行動療法、就労準備、 CES 、 WRAP 、 414回 3,630人

A-Comm、音楽療法）

エ リソータコース（気分障害）

（ア）令和 7年度実施グループ数及び参加者数

実抱グループ数

参加者数（実人数）

5グループ (66期、 67期、 68期、 69期、 70期）

30人

（イ）令和 7年度実施グループ参加者の完遂率

令和 7年度に冥施した 3か月間のプログラムには 30人7)ゞ 参加され、完遂者（修了者）

は30人で、 l00％でした。

（ウ）修了者の現状調査

凡アンケート概要

令和 5戸 4月から令和 7年 12月までのプログラム参加者のうら、プコグラムを修了し

仕所を把握していろ Rl人に対し、プログラム修了後の復職状況をアンケーヽ調査しまし

た。（回答： 33人、回答率： 11%)

B．アンケート結里

IA)復職状況

アンケートロ答者のらち、 l)ワークコース（気分障害）修了後に 1度でも宜職した方

10 



は31人 (94%)でした。修了後、 1度も復職していない方は2人(6%)でした。

復職状況(R8年3月時点）

(R)復職した方の現状

リワークコース（気分障害）修了後、 1度でも復職した方31人の内、復職継続中が

26人(84%)、離職（転職）したが 3人 (10%)、再休職中が 2人 (6%)でした。

(C)復職していない方の現状

復職した方の現状
再休職中

6%(2人）

リワークニース （気分障害）修了後、 1度も復職していない方2人の内、休職継続中

が 1人 (50%)、転職が 1人 (50%)でした。

11 



復帰されていない方の現状

転職

50%(1人）

オ リワークコース（一般）

【令和 7年度参加者数及び転帰】

イオ職継紐中

50%(1人）

令和 7年度では合計32人が参加しました。令和 6年度からの継続利用 10人、令和 7年

度新規参加者は22人でした。32人の令和 8年3月31日時点での利用状況については、復

職及び復職見込み（リハビリ出勤制度利用者） 13人、デイケア内でのコース変更 3人、利

用中断 l名、在籍中 15人でした。

力 発達障害専門プログラム 実施状況（令和 7年 4月から令和8年 3月まで）

令和 5年 12月より試験的に開始した本プログラムを、令和6年4月より正式に実施し

ています。4月、 8月、 12月を開始月とした 4か月間 1クール (20回）のコースです。

①お互いの思いや悩みを共有する、②新しいスキルを習得する、③自己理解を深める、

④より自分自身に合った処世術を身に着ける、 ⑤同質な集団で新たな体験をすることを

目的に、コミュニケーションプログラム、ディスカッションプログラム、心理教育の 3

つで構成されています。

芦 数）

12 

3グループ

35人



(2)精輝者生活訓陳

生活訓練では、ご本人の持っている力 （ストレングス）を直視し、また、地域の資源やネットワー

クを積枢的に活用することにより、希望する」囮或生活の実現に向けた支援を行っています。宿泊型自

立訓練をはじめ複数の事業を通！して 「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」や 「地域生活支

援拠点等の体制整備」に寄与する取祖を展開していますC

宿泊型自立訓練と自立訓練（生活訓練）では、ご本人の 「地域で葬らしたい」という気持ちを大切

にして支援が但めています。また、医療観察法対象者や矯正施設等出所者等の受入れを和極的に行っ

ています。

短期就労 •生活支援コー人「ファース ト人テップ」 では、将来へIiiけた次の人テップ釦選ぶために、

ご自身の‘‘働く”と‘‘生活’＇と“健康’について知る機会として活用していただいています 。

短期入所は、安心した地域生活の継続に向けて、それぞれの生活状況（利用目的）に応じて、ご活

用いただいています。新型コロナウイルス等の感染対策を継続し、安心して利用できるよう施設菜境

の斃備も引き続き行っています。

横浜市独自の横浜市精神障害者地域生活推進事業（通称 ：横浜市チャレンジ事業）は、精神科洞浣

に凡浣されている方々に体験的に宿泊をしていただぎ速浣後の牛活のイメージ作りなどに役立てて

いただけるよう取り組んでいます。

ア宿泊型自立訓練＜定員20人＞

（ア）利用状況

「原則1年以内ーという独自の利用期間設定（標準利用期間は2年間）により、施設での牛活へ⑰酋

応を目指すのではなく、地域生活への移行に向けて、短期間の中で密度の高い支援を行いまし応ご

本人の希望する退所後の地域生活のあり方を尊重し、それぞれの課題に取り組んでいけるよう支援を

進めました）また、池域関係機関とも個別支援会議等を通して連椀を図りました3

実利用者は 34 人であり、利用終了者 16 人の内、 13 人 (81%) が単身生活を開始しましt~また、

新規利用者20人の内、バ浣者の受け入れは16人 (80%)でした。医療観察法対象者及び矯正施設等

出所者の利用は6人でしすこ

【利用者の動態 ・帰結等】

’―-----------------------――' i 疇疇 21人 ； I . --- I 

在 2人
入 17人
そ四也 2人

・--------------------------・ 
！ 呼利勁ら⑰膨釈用者 13人 ！ 

在宅 6人

入院 2人

そd凍!l 5人

禾罪終了者

16人

r-------------------------9 
i 知毘者 34人 i 

新規利用者 21人

削/J吃¢疇疇 13人

延禾巾細

5,858人

i... -................. 

l・.................. f 

13 

r-------------------------1 
； 租翠了者 16人 ： I -- -- I 

単身生活 13人

CPパート6、グループホーム7)

．啄揉岳居 •そび也 1人

入院 2人

r-------------------------1 
1 次年度絹諏声 I 

18人

単生活等への移行

13人 (81%)



【医療観察法対象者及び矯正施設等出所者の利用状況】

実利肝捏諏

延利用日数

堰朗括糊刊砺技癒弼卿算渾疋超貢

6人

957El 

957回

（イ）診断名

実利用者 (34人）の診断名

診断名

統合失調症

そ⑪也（気滋闘呈発君薬琶、そ刀也）

人
一
18
-16

（ウ）年齢

実罪者 (34心⑰捌・暉※双月日JJt茄以R四組豆、

男性 女性

人数 15人 19人

畏低年齢 22歳 19歳

霰 64歳 62歳

平均年齢 43歳 41歳

イ 自立訓練（生活訓諌） ＜定員18人＞

（ア）利用状況

従来の自寸訓練（生活訓練）に加えて、半成30年 12月から、より就労準備性のアセスメントを強化

した短期就労 • 生活文援コース「ファーストステップ」 を行っていま丸医療観察法等の対象者の利用

は4人でした3

実利用者数 49人
自皿l棘ほ琴l棘）

延利用者数 2,193人

［内訳］

／ //  疇 I闊只生活Ul練 短癖既• 生活支戻コース
計

従来型 ファ—ヌトステップ 1 

自mll躁ぽ琴I棘） I餌幸数 37人 12人 | 49人

延利用者 2,017人 176人 I 2.193人

（イ）プログラム

自立訓諫（生活訓練）における集団プログラムでは、地域生活の構築や国寺に必要な共通するテーマ

を設け、グループで取り組んでいまれそこでの「気づさを活かして利用者個々の状況や一ースに応

じた個別支援プログラムを展開しまし応短期就労 • 生活文援コース「ファーストステップ＿では 20

日間のプログラム参加等を通して生活全般の評価を行いました）

コース 内容

基礎づくり 金・調理 • 生活リズム 等

類団プログラム 依誰置理 レクリエーション・蛭圏祖・歯⑪硝衰等

i世畔舌麟 唖fi付き曳＼・防犯苅策・グループ下ーム見学等

夜間ミーティング 和毘郡駆憬餃換・郵酌事 等
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面接・卿咀茜JI練 6厖里掃餘、洗濯、服薬および金銭管理方法等）・同行・誼問
臨陶屡プコグラム

通所・通勤への支援

ファーストステップ 作業・講座（就浮鉗扁罷匿り ・個別課題〇己舌リズム表作成）・面談・就労評価 ((MNS!等）

【参加者数の推移】 ひ）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

従来型 148 153 173 148 126 161 182 1 ITT' 183 177 176 魯 2,017 

ファースト
25 25 26 29 10 4 8 2 3 12 14 18 176 

ステップ

計 173 178 199 177 136 165 100 189 1命 189 100 221 2193 

ウ 短罪lJ用

（ア）短期入所＜定員6人＞

原則1濁間以内の利用を涌して、「休息」、「家族との分離J、「自立牛活の体験」等の利用目的に応じた

文援を行いましたまた、地成の要望に応える緊急避難の受け入れも行いました）

【目的別利用数】

禾罪目的 禾回（件牛）数 諏咀螂
囚

休息 286 980 

自立生活体験（任宅） 81 301 

家族分離 59 191 

その他（緊急、介護者不在等） 15 88 

計 441 1,5a 

（イ）横浜市桔神障害者地域生活推進事業（通称：横浜市チャレンジ事業） 等

横浜市委託事業である地域生活推進事業の活用により、精神科病院からの選浣を目指している方等を

嫌に病院外での地或生活体験の機会を提供しました3

【目的別刷用数】

和民目的
禾回牛数 諏弗者数
（件） 囚

咆畦舌体験（入賠料コ） 86 287 

そ四也（i:$1験宿氾） 5 16 

計 91 303 

15 



工 生活宛践型ハンドプック「ひとり繰らしのコツ集めてみました」 の提供（有科）

このハンドブックは当生活訓練におけるプログラムや個別支援にヒントを得て、地域で生活する際の

ノウハウをまとめたオリジナルの冊子です。横浜市総合保健医療センター1階売店での対面販売、当生

活訓練での通信販売により提供しました3

財団ホームページでは、サンプルページの掲載を継続し、普及のi赳佳を図りましteo

【提供冊数】

販売昇怨廿諏

（冊）

令和7年度分
（平成20年発行時から）

通信販売 （電話・ファクス・Eメー）Uこよる注文） 1 7 1,703 

窓〇⑭呪a)での販売 1 2 1,01 2 

合計 29 2,715 

【財団ホームページ掲載のサンプルページ】

https://vccc. jp/yccc--wp/wp-content/themes/yccc_theme/pdf/mental/living-alone_pamphlet. pdf 
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オ追瞬l麟査
毎年度末に宿泊型自立訓練・自立訓練（生活訓練）の利用を終了された力の動向について追跡調査を

疇しています。年度の調麟果は、令和5年度から令和7年度までの間に正式利用を終了された38

人のうち、調査内容に同意していただき協力の得られた19人の方の回答を集計しています。

調査協力いただいた方全員が地域生活を維続されています。

「役に立った訓練についての回答では「個別面接」が最も多く、次いで 「金銭管理」「日中プログラム」

r食事作り」I病状・服薬」となっています。

【利用終了者の動向】

正ェt咀撞冬了時の居所

⑥協力者数19人）

単生活 10人

グルー苅 ーム 9人 l~ 
細 0人 ［口ニ］

【役に立った訓練 U • 複数回答） l

坦註活継続 19人

畔却舌 1グ）Ir-プーム 1 家族同居

10人

9人

どんな訓練が今の生活に役立っているか

18 

16 

14 

12 

10 

8 

6 

4 

2 

゜
■ 

心款象※°終辱緯搾岱累
虐‘¢忍虐・令令詞ふ｀◇傘
参・浚‘
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(3)精神障害者就労訓練

疇者総合支援法による就知釘譴亭釦虹蹴労定着支援事業、就労アセスメントの3つの利

用形態により、就労を目指す方々に、訓練と評価、そして安定した職業生活の継続をリポートする

支援を行いましtc.o

ア就労移行支援事業償損i:18人）

働く上で必要となる基本的な生活習慣の形成、自己理解・働くごとへの理解を促進し希望や適性に

合った就識を甘指すニースです。所内作業、就労準備講座、パソコ匁罷陸、企業内訓練（集団による

麟体験）などの集団プログラムと、 ・個別課題、ワークサンプル、職場実習（利用者個々の適性・目

指す職種に応じた企業実習）などの個別プログラムを組み合わせ、就職への準備を整えてきました，

各種プログラム参加を通じて必要なスキルを身につけるとともに、＝ース全股に渡り自己理解を深

められる支援を行い、より自分に合った初餓に結びつくよう、利用者一人ひとりの希望を重視しなが

ら求職活動支援、職場定普支援を行いました。

（ア） 就労移行支援事業禾l囲者状況

］ 新規利用者（ 30人） ！ 
:..,..........,......,.................,................... .. : 

］ 実正ェ l肝考（ 31人） ： 
........................................,. 9 ●.................● ●,..  

四 呻した）
体鰤咀初みで終了 | | 新規芹明華 16人14人

（前年度か初）

繕続利用者 15人
正ェ芍l囲に至る

16人 瞬疇数 2,752人）

開所日数： 242日
禾明］者数1日平均 ：11.4人

l 利用終了者 (16人）

II 詑諾 10人

IIそ研梱匪斤 3人

II通炉而恙色 3人

実正ェ芍l肝拮切年代溝戎・年齢 実正ェ芍l肝拮約本人申告診断病名分類

20代 16% 
統 22% 

30代 42% 

40代 29% 気分障吾圏 26% 

50代 139/。

平均 38.4歳 発達障害圏 42% 

幽底年齢 21歳

蝦高年齢 58歳
その他 100；。
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（イ） 所内訓練・史習等危疱状況

①所内訓練

く関疑作業＞各種紙資材を用いた、出庫作業、加工、丁合、検品、数数え、封入、積み込み、納品、見積書納品書作成等事務

｛乍業

くもの仰!>PC 入力／MOS 検定準備／雷話練習／消串•洒掃／申務糸作業／介業研究／1製朗跨繭（冴濯直肝l配誰等）／模

擬面接／荷運び／品出し等

②実習

［グループ実習】企業内訓陳延実施日数： 40日間 (1クール：原則8日間）延べ参加者数： 86名

＜企業内調練臭聞楕容＞

A企業•室内疇、謹賦籾里•処分、郵便加仕加、知答虹闘切昭ぽ

［個別実習】体験型職場実習又I胡籾第布型実四延実施回数： 23回 (1回：原則1~2咀問）延べ参加者数：95名
く実習圭h暉勺容＞
PC入力、書類作成等の事務補助業務、記録り整喝也り、郵便靱り仕分け等り軽作業、宅配便り仕分け作業、配送物へのンール
張り作業、ドうッグストア、スーパー等の品出L,•前出し、接客（一次対応）、企画書作成、電話対応、備品管浬、消毒清掃作業、
建材店の商品陳列、トイレ掃除、高齢者施設てのアメニティー管埋、シーツ交換など、買げ物かごの整哩、経理作業補助、印刷、ホチ

キス詔めなど、果物の種付け、収穫などの農業等

1 9 



（ウ） プログフム美籠状況

mグラム名 実施 延参加
テーマ・内容・ねら＂＼

疇 者数

港風舎の支援0)なかれ 4 4 港風舎で0)訓練の流れを埋解し、訓練効果をより品め討ため0)か）エン丁ーション。

「働くことに）い（考える」「働くための生活とは」「ストレスの対処法」「自己理解悶を）くろ

就労準備講座前期 2 6 
う」なL戟労に向けた屋礎的な考え方を学ぶ。
※令和7年5月より、就労準備講座は新しいテキストを導入し講座を刷新し応こめ、

呼称を「 I~N」に変更した。

I 15 so 
働ことの意味や自鉗こ合成働き方、生活に必要なお金や活用できる制度・サーじス等

を学ぶ。

伍I II 11 55 
健康的な生活習憤f棚眠、運動、ストレス対処法を学び、元気(L働ける体調j'く％巨

脂しますc

Ill 10 44 
自がD強みや弱み、働吐で大切にしたい条件砂、口り、安心して働ける進備を整えるc

N 6 25 
就間話動の；屈れや柑明面接のポイントを学び、休験や練習を通して安心して就職活動

(/)浬備在進める。

響闊芦 6 36 ー船麟、特ィ列子合＃土、就ヅ贅困浣A型事業所等を見字M駆イメージを広げる。

OB/OGの話を闘こう 2 23 卒業後働いている力の話を間さ、港風舎で取り組めると良いこと等を学ぶ。

企業の方の話を聞ごう 2 23 企業や1¥Dーワークの方の話を閻き、就労に向けた準俯や徽Jい人材について知るc

り
タイじング 6 12 パソコン操作の星本を学ぶはか、文字入力の仕方を宇ぶ，

PC ス釣—ヽィング 5 11 パソコスD操作に関する質問を個別に講師に行いながら学ぶc

コ Word 44 129 パソコン入門からの方も含めて、ワードり星礎を学ぶ。履歴書作成も含む。

喜ン Excel 24 76 初心老向けエ仇1ル入門講座。見やす氏起火りを意識した表示の仕方も学ぶ。

PowerPoint 17 49 PowerPointの背景設定やフォント調整などの基本操作を学ぶ。

身いしなみ 3 19 なぜ身口いなみが大切h冴知る。身だしなみで意識ずるポイン1を宇ぶ。

挨拶 4 33 
掬投がもたらす印象・効果ポイントを知る。日 ル九パを通して、場面や籾Ji',(こ合わせ

：： 叫裂をイメージする。

醐百 5 36 
敬語の種類や仕事でよく使浣如吾を学ぶ。敬語書き換え問題やロールプレイを通して、

躙醗爛鼠て話打凍習をする。

指示（り受け方
1 10 

指示を正確IL受ける大切さと召I)ボイントを知る。5W3Hを意識J、メモ似る練習を4

メモの取り方 る。

WRAP 
毎日を元気で豊かに生きること、まに気分を乱すような状況への気づきを筒め、凋了が

元匂回復行動プラン
79 181 乱れたときに元気に向かうことを保してくれる、自分Dたむ閃孔功プうンを自分で作るプロ

グラム

利用者こーティング 12 93 伯報共有や利用1屯問I_,ての意見交換等を実施。利用者自身が司会進行を行うC

みんなでトーク 12 93 
じアス釣刃）嘩行し、参加者みんなでテーマを決めて、皆で詰し合っ場。自分の憩見を

言い、話を開kことも体験する。

エア日じクス 35 76 軽ハ連動を通して、体力向上と気分転換等を得る。

はたらこセミナー 1 7 
企旦当者や実際に就臨ぎれた方を招き、仕事の内容や職場での実体験を直接聞

く。働くことへの理解硲菜め、白身D就労イメージを具体化する。

大掃除 6 47 全員でワーキングルーム、相談空、静養空等を清掃c

しりさぎ茄体験 3 7 
当Q加籾f謡老厄祁瓢穀での消毒清掃閲翁を通し，て．写卿m護分野淵謝珈）
イメーシをつける。

納涼会 1 8 かさ氷を作）てテーマトークをし、利用者同士の親睦を深めるc

忘年会 1 12 各々 の今年頑張）たことや来年の目標を語る。
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※伯別評価作業

|ワークサンプ）凶郷版 (MWS) | 15人実施
（エ） 就労移行支援車業卒葉生就職先公刑含己）の業態（日本標準庄業分類） （人）

疇 人数

疇、ネ酎止 4 

製i告業 3 

サピス業 3 

註 10 

イ 就労定着文援事業

障害のあ：方の就労紀続や、就労に伴って生：ている生活面での課題を解決し、長く働き続けられる

ようにサポートする、障害者硲合支援法店の偏祉サービスの1つです-。就労移行支援裏業所の支援を受

けて就労じた方のうち、 6か月以鱈尤労継続できている方を対象に、定期的な会社訪問や、本人との面

談、会社との連絡調整を行い、安定的な職業生活賛隠続できるよう支援を展開しまじに

令和7年度延べ利用者数

195人

令和7甲度利用者ぴ是約甲男判内訳 等 □7甲度利用者凍珈的訳

令和6年度かうD 退疇i数 2人
15人

継続契約者数
ナチュラル

令和7年度の
2人

サポード寸裂テ
6人

産周楔約者数

令和7年度
17人

継続契約者数

計 21人

計 21人

ウ ピア相談（ピアサポート専門員研修受講修了者による相談）

I ［アス例7！ばるしア面談 1 33回実施
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(4)精神障害者就労支援センター 「ぱーとな一」

令和 7年度は、登録者245名の方に支援を行い、 48人の方が就労されました。引き続き積極的

に利用希望者の受け入れを進め、 95人の新規登録者がありましたe また令和 7年度の相談支援件

数は登録者3,611件、未登録者 1,003件、計4,614件でした。

就労支援センターでは、生活支援センターと連携した就労相談や就労謡座等の実施、医療機関や

サービス事業所や労働関係機関との連携会議等への参加により 、普及啓発や情報発信の活動を展開

しました。

ア 登録者の状況

全体 245 名 （歳） 登録者の本人申告診断名分類 （人）

平均年齢 38.9 
双極性障害 ・抑うつ障害群 86 

神経発逹症群 79 
最低年齢 20 

統合失調症スペクトラム障害 41 

最高年齢 65 その他

（神経性障害 ・ストレス関連性障害 ・ 34 

てんかん ・パーソナリティ障害）

不明 5 

イ 利用者及び支援の状況

令和7年度の利用者及び支援の状況
9-: •--·-------·-- ----·—·--·—----------------------, r------------------------------------------------------------,  

i 新規登録者 95人 ！ ！ 登録者数 ・支援件数 i 就労者 48人
'··········--·-··—··----------------------ー＇ ~------······--·-··-··-··-··-·----·--·—---·-·-~,________ -------------------------. ----------------. ------__, 

＜登録の種別＞

求職支援

定着支援

71人

24人

登録者総数

245人

＊令和7年度 延登録者数

当事者相談支援件数

4,614件

延支援件数

4,668件

く新規就労者の内訳＞

一般就労 44人

就労継続A型 4人

[•一·-----••------1

支援終了者 123人 l 
L ____←―----------------------------------←------→--→----------’’ 

支 援 不 要 97人

他施設へ引継ぎ完了 15人

他センタ ー登録 5人

その他支援の終了 4人

1年以上支援なし 2人

※本表は令和 7年度中における利用開始、登録、終了の状況をそれぞれ示したものです。従って終了者は令

和7年度中の利用開始者とは限りません。

※求職支援には、現在離職中で就労を希望される方と在職中で転職を希望される方が含まれます。
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（ア）当事考支援の内容と実績

就労に関ナ忍国や、就業を続ける為の生活支援1こ関する事なと、様々な咀談があしました。

随時相談の希望者及び登録支援戟労者は末登録者として計上していまずを

相談支援件数【本人支援：手段別】 （件）

電話・ FAX • 事業主 通所先 その他
来所 カンブrレンス 同行 甘I
WEB !<;mail 肪閲 訪問 訪問

登録者 1,186 1,583 556 118 19 25 16 108 3,611 

木登録者 196 744 51 6 1 1 1 3 1,003 

計 1,382 2,327 607 124 20 26 17 111 4,614 

相談支援件数【本人支援：内容別】 （件；

準備支援 求職支援 職場定着支援 就業・生活支援 計

登録者 630 1,438 1,335 208 3,611 

末登録者 178 271 366 188 1,003 

計 808 1,709 1,701 396 4,614 

（イ）

就労にあたっての課題の明確化や就労条件の設定を日的とした体験実習、また就労へのI]滑な移行

を図るため雇用前実習を行いました。夷習の場しはジョノニーチを派遣して企業と当事者の橋渡しを行

ハ、双方の諜題解決に向けた支援を行い了した。

実人数 延人数

体験尖習

雇用前実翌

4
 
15 

10 

57 

（ウ）就労者の状況

就労者数48人（就労継続A刑事業所含む）

【職種】 (48人）

事務職・事務袖助 21 

軽什業 12 

飲食．接客 4 

その他 11 

【勤務時間l (48人）

10時間未満 2 

10 時間以」~ツ. 20時間末満 6 

20時間以十 30時間末灌 12 

30時間以1:.40時聞末灌 28 

（ユ）事前説明会

月 2回、利用申込や問合せがあった方を対象に就労支援センターの支援内容（ゴ渭関する事前説明会を開

憧しました。訊明会後に改めて希望者に対／て登録の千続き、涸別の面談を行い、支援ニーズの把悼や

情報提供を行い：よした。
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開催日

月2口開催

回数（回）

24 

参加廷べ人数（人）※

84 

※1い）行者含む

（オ）働こセミテー

就労支援に関ずる社会資加の理解の促進と障晉者就労についての啓発を行うことを日的とこた「働こ

セミナー」を開催しました。当日に集合形~ェしの他、神奈川区生活支援センターと磯子区生活支差センタ

ーに謬いても ZOOMでの中継を行い、集合・オンラインで0)ハイプリット別のセミナーとしました，

実施日 子段
参加人数

内容

ノヽイプリット形式
(1)障害者雇用している企業から刀お詰

（人）

11月21『
（集合・オンライン）

(21瞑労して＼遷当事老からのおコ［
（シンポジウム形式） コ？ヽ

43 

（力）就労考の会

毎年2月に就労支援ヤンターの登録者の内、就労後 1年末満の方、就労中に就労支援ヤンターに登録

して 1年末満の万を対象に就労者の会を開催してきました。アンケート等の結臭を路まえ、開催時期を

2月から 5月へと変更しにため、令和 7年度：よ祝労者の会を実施しませんでした。次凹開催1よ令和 8年

5月を予定しています。

ウ 事業上への支援

企業等に対し、新規雇用に関する支援、障害理解促進の支援、各種制度についての情報提供、また個

人を特定しない障害特性こ応じた雇用管理に関する相談を行いましたっ

じ牛）

職易内障吉理解に 峙定しなしヽ障告者社
言I求人照会・情報共有 雇用柘談

対する啓発 員の雇用管鯉相談

5 5 24 4 10 

工 関係機関連携

関係機関と連携し、号時者に対する個別就労相談の開催、就労への啓発活動や、支援者に対する就労

支援に関する相談を行いました。

（件）

通所系
相談機関 労働機関 教育機関 医療機関 区役所等 その［也 言I・

リービス

就労に関する
10 3 

゜ ゜
1 

゜
1 15 

相談

啓発•その他 6 

゜
2 2 l 4 

゜
15 

（ア）就労相談

青葉区生活支援センター「ほっとサロン青葉」が葬催する個別就労相談に職員を派遣しました。

実施回数（□） | th談件数（件） ＇ 

4
 

6
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（イ）青葉区生活支援センター「ほっとサロン青葉」との合団事業

生活支援センターとの共催で地域の当事者を対象に就労基礎講座を開催しました。

実胞日 活脱種類 人数（人） 内容

8月28日 就労括礎講座 I 8 
働くこと：こ胆味かある方へ

～できるーとから始めJう！ ～ 

10月23日 就労基礎講座II 12 
いろいろな働き方や働いた時の生活について考えよ

つ

11月21日 就労晶礎講座III ／／  ／／  「働こセミナー」への参加

2月2G日 就労基礎講座IV 8 
働く為に利用でさる社会資諒

ば とな の職員に聞いてかよう！

（ウ）その他職員派遺

派遣先 回数（エ

横浜市障害者就方支援ヤンター連絡会 6 

横浜市障害者就労支援センクー就労移行連携坦当会議 7 

横浜市障害者就労支援センター医涼連携担当者会議 7 

横浜市障害者就‘)j支援センター事例検討会 3 

デイケア連絡会 2 

就労文援センターこ巾内のデイケアの意見父喚会 l 

就労移行支援事業所と市内の就労支援センターの合同勉強会 1 

渉北区訛域目立支援協議会（仝体会議・紺労支援連終会） 2 

北部ネyトワーク会議 2 

後見的支援室連携会議 1 

ハローワークとの就労支援に開する打合せ 1 

障がい者雇用に向けた企業交汎会「ともに働く」 1 
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(5) 横浜市港北区精神障害者生活支援センター

港北区生活支援センターは、平成 21年 6月から業務を開始しました， IW]時に相談支援事業所の指定を受

け、幅広く相談支援を行うととも 1（こ、生活支援(J)翡＾環として食事、入浴リービス等を実施しまし

平成23年度から横誌市精神滋害考知院サポート事業(I日横浜市団域移行・訛域＇定着又＾援事業 I和開始する

とともに、白立生活アシスタント事業も開始し、平成25年度からは、指定特定相談支援事業所及び指定＾＾般

相談支援事業所の指定を受け、計1il]相談支援事業、地域移行支援事業及び地戯定着文姜事業を開始しました。

さらに平成 11年 1月からは自守生1古姜恥事業を開始していさす。

現在、口は「精神障害にも対応した地域包舌ケアシステム」の構築に向げた取り組みを実施していますが、

横浜市で；よ精神i章害者生活支援センターをそのヰ核施設と位置付けて怠り、令和元年度に［よ港よ区はモデル

区レして指定され、港北区生活支援センターも自守支援協議仝での話動を咀じて地域課題の整理、検討を行

いました。現在は、港北区白立支援協議会の事務局の日として中心的な役割を担っています。

ア開設場所

イ 運営時間

横浜市港北区鳥I上1町1735 横泣市総合保健匠療センター4階

午前9時から午後8時まで（毎週土濯［：は午前9時から午後5時まで）

伍週し1曜日及び年末年始 (12月29日から 1月3日まで）は休館

※利用可育ド時間は、サーヒスご｝に異なり主す。

ウ 利用状況及び支援内容

（ア） 来館者数 （人） （日）

本人 ポランティ 開所日数
全体 家族 その他

男性 実人数 女佐 実人数 ア 307 

3,613 2,133 176 1,198 160 136 63 83 ． 
（イ）援功方法 （人）

合計 軍話 而接 非構茫面接 訪問 同行 その他

5,535 3,878 408 888 128 44 189 

（ク）嘱託医等托談

実胞回数※

9回

嘱託医相談（精神科医師） ※設置回数は24回

合計（人） l男性（人） 1女性（人） 1 峯族等（付き節い合豆） （人）

，
 

6
 

3
 。

（エ）牛活支援 （人）

食事サ ビス 入浴サ ビス 洗濯サ ビス インタ ネットサ ビス

（提洪1:1218日）※l （提供日 307日） （提供日 307日） （提供日 157日）※2

合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性

545 37 l 174 210 92 118 221 63 158 5 4 1 

1日‘',；さJ I 2' 1日1虚J| 06 1日平均 07 1日'1渇J I 003 

※1 食事サーピスは、令和 8年1月から週 5凹消週 2臼に変更

※a ィンターネソトサーピスは令和 7作 9月00I」で終了
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工利用登録者数 （人）

A 令和 7年4月 1日付登録者数 478 

B 年度内新規登録者総数 170 

A+B=C 年度内利用登録者総数 648 

D 年度内終了者総数 139 

C-!J=E 令利： 8午：｝月 01日付登録者数 509 

オ地域活動支援事業

スタッフか企圃するプログラムのほか、利用者、ポランティア、関係機閏レ協働して、地域支援事業

を実施しました。

（ア）当事者活動・自主活動支援

名 称 回数 延参加人数

ストレソチ 11 35 

岬 AP 17 98 

f ロ 計 28 133 

（イ）センター上催プログラム

名 称 回数 延参加人数

何でも好きなことをしよう会 21 67 

みんなて楽しくしゃべろう会 6 29 

湛北お散歩の会 3 7 

ほっとほっこカフょ 6 56 

利用者ミーティング 6 35 

災害プログラム 1 3 

クリスマスツリーを飾ろう会 1 2 

初詣 1 2 

大倉山舟見会 1 7 

ノロ 計 46 208 

（ウ）地域支援・ネットワーク

名 称 回数 延参加人数

三機関走例カンファレンス 12 31 

生活体験事業打ち合わぜ 10 47 

自立支援協議会 8 68 

地域講座 3 5 

生活支援センター実務者会議 2 2 

ケアプラザ訪昔 ， 18 
他機関との協議 J 

， 
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連営連絡会

依存症閃係機関連絡会議

合計

2
-
1
-
5
2
 

37

＿ー＿
218

（エ）地域交流・啓発

名 称 回数 延参加人数

おはなしもだ 3 27 

おさんぽしもだ 1 6 

ビアサポートプログラム兄学公 1 1 

合計 7 34 

（オ）家旗支援

名 称 回数 延参加人数

おしゃべv）会 6 49 

家放教室（区役所・t梅会との共催） 3 94 

合計 ， 143 

（力）ボランティア支援

名称

伊句の会

合計

回数

10 

10 

廷参加人数

122 

122 

（キ）メンタルヘルスに関する地域講庄

名 称 延派直職貝数

池，じ区ボランティア連絡会「地域で暮らすことにづいて考える～心の病気を知る～J 1 

篠原地区友愛活動委貝「中高年層のひさこもり --8050問題～」 1 

合計 2 

（ク） 即域会議等

名 称 延派遣職只数

生活困窮者支援アウトリーチ支援事業 11 

横阪市生活支援センター連絡会（定例会・委貝会など） 21 

合計 32 

力 港北区精神障杏者生活体験事業

障岩のある方か親亡ぎ後も住／＋慣れた抽域で安心して粋らし錨けるため、マンスリーマンション匂］月

し、 ＾人暮らしに向けた生訊の牛験を積む機会を創出するここを目標として、令和 5年から「港北区精神

障害者生活体験事業」を実施しました。

令和 5年度は、渉北区区づくり千算（隊北区高齢障害支援課）で実前し、令和 6年度、令ネ117年度

は、港北区から事業を受託して実施しました。
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（ア） 事業対象

港北又在住(!:概ね18歳以l^で、嗜柘科（心療内科）に定期西院されている方で、次の条件を満たす方。

● 通院、服薬、病状が安走していて上治医から本事業の利用について確認が取れている方。

• -人募らしの経験が左い方、または今後心人森らし左想宇している方。

● 緊急連絡先がある方。

（イ） 事業休容

マンスしーマンシコンを活用した人秤らし体験等（見学、日帰り、宿泊）

（ウ） 実施場可

港北又内のゾ、葛らし向けマンスリーマンション（各1部屋）

（エ） 事業連営

港北瓦臼齢・障害支援課、基幹相談支援センター、乞活支援センターの三機閉協働での企画・運営

（オ） 利用実績

令和5仁度 令和 6年度

見学 2 3 

体験（日帰り） 2 1 

宿泊

゜
4 

（力） 他区との連携

三区（西、港北、瀬谷）合同 生江体験事業惰最交換会の開惰

I程：令和 7年8L28日 垢所：横坦市総合保健匡療センター

令和 7年度

8 

1 

5 

参方[1者：同様の事業を実施している、西区、港北区、瀬谷区の区高齢障害支援課MSW、

基幹相談支援センター、生活支援ピンター職旦、計 19名が参加。

（キ） 日立支援協議会での取り組み

（人）

報侶会の開催 「堪北区生活沐験事業からのはじめのい～っぽ！ ～一人暮らしへの道のりは長い？～」

［：秤：令和 8年 1Ji 30 「~I 均所：横供市総合保健医療センター

利用体験者3名（日中体験:2名、宿泊 1名）が体験して感じたことを報告

報告会参加者：合計 翡務局含め 55名

（内認当卓者・家旗： 15名、医療糸： 4名、幅祉系： 31名、行政： 5名
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キ 横話市精神i章宮者退院リポート事業（横浜市独』事業）及び地域移行・地域に着着支援事業（滋害者総合

支援法内事業）

従来からの横浜市精神障害者退院サポート事業に加え、、ド成25年度から「指定｀般桂談支援事業所」

の指定を受け、障害者総合支渓法に基づく地域移fロ・也域定着支援事業（指疋般相談支援事業）を行

い主した。 i弐院したい気持ちI左大切にし、医療ど幅祉の連携左強化し左がら、ケアマネジメントの平

法に基づいた退院支援を在い主した。

≪個別支援宴施状況》 令和 7年度は、支援対象者1（こ延べ615回の支援を行い主［］

0横浜市精神l章害者退院サホート事業（横浜市独自事業）

又援対象者数 病 名 帰 和 退院後の帰米先

13人 ・統合失那症 11人 ・退院 5人 •宿泊叩J自立訓純施設 2人

•その他 2人 ・文援継続 6人 ・グループホーム 1人

・支援中止 2人 ・自宅 1人

•その伯（有料ホーム，I 1人

0地域移行支援事業（障害者総合支援法内事業）

支援対象者数 1 航 名 I ：昂 結

4人 ・統合失調症 4人 ・退院 4人

(_)地域定着支援事業：障害者総合支援法内事業）

支援対象者数 1 支援終了者数

4人 1人

裟酋及啓発活動実施報岩》

横浜市精神障害者退院サポー K事業り一環として、病院職員との協働活動を実庭し、病院職員などに対す

る普及啓発および関係機関との連慌強化に努めました。

0新横浜こころ（1）ホスピタル

新横浜こころのホスピタルの病院職員を対象に、地域の社会資源を紹介するプログラムを病院と協同で

実施しました。

対象者 実施回数 内容 延参加人数

病院職負 1回
退院支援や生活支援センターについての溝義。

10人
実際に逗院サポートを利用した方の事例を紹介。

入院患者 3回
・グループホーム見学会 2回 計 10人

16人
・グループホーム見学事前勉強会 1回計6人

ク 計向相談支援事業

当法人は精神障害のある方への支援事業所を複数有していることから、これまでの関わりを通して支

援の視点を葦積してきました。これを話かずと共に地域関係機関との連携により、指定特定相談支援専

業所レしてび）ケアマ文ジメント機指をより酪揮しました。
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リービス利用支援（リービス等利用計両作成〕及び継続サービス利用支援（モニタリング）において

に、課題の解決や邁切な稿祉サービスの利片につなげるだけてなく、利用者のストレングスや意思決ご

が反映できるような支援を展開しました。

（）契約者累計 （人）

前年度からの継続契約者数 57 
69 

新規契約者数 12 

契約終了者数 ， 
69 

次年度継続契約者数 60 

0計画相談終了の理1t1

終了理山 人数

サーヒス利用の終了 3 

他相談事業所へ移行 5 

介護サービス(/)へ移行

゜死亡 1 

合 計 ， 

0忙代別 （※契約者累計69人の内訳）

~19歳 20~29 30~39 40~49 50~59 60~64 65 

゜
4 7 20 21 10 7 

0忙帯状況 （※契約者累計69人の内訳）

家朕同居 単身生活 グループホーム 1 入所 | 入院中

18 36 11 | 3 | 1 

（人）

合計

69 

：人）

＇ 

1

日合

69 

0請求件数

指定サー：：：ャス利用支援

（サービス等利用計1！叶案）

54 

(i牛）

指定継続サービス利用支援

（モ「タリング）

161 

加算のみ請采 合計請求数

10 225 

※精神障害者支援体阻1I (JIl算）を取得していま言~～

0延支援実績 ：件）

4,559 

ケ 自立生活アシスタント事業（横浜市独自事業）及び自立生活援助事業（障害者総合支援法内事業）

単身等で生活する方を対象1こ、アウトリーチ別の文豆姜を行い主，～た。生I古均面での覧わりを重視 Iへ

訪間や外出支援を行いました。また、地域資源との連携の中で支援を展開しました。
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また、従来からの横浜市目立生活アシスタント事業による支援に加え、平成 31年 1月から自立生活

援助事業所の指定を受け、施設や病浣などから地域でi屯り暮らしに移行した方や地域生話継続のために

りを必要とする方に、定期的な巡回防問や随時の対応によv,,居宅生活のズ妥を行いま／た。両事業

とも、リカバリーの視点を意識し、本人の強み（長所）を江かし、本人にとってより自分らしい地域て

の牛哨左沢るこレ吝日指して実施し主した。

0横浜市自立生活アシスタン、事業（横浜市独自事業）

（ア） 利用者数 （人）

前年度からの

継続契給者
16 

祈規契帆者 1 1 

在宅から (11) 
----- --- --- -------------

入所から (O) 

入院から (O) 

実利用人数 27 

契約終了者 19 

次年度
8 

継続契約者数

年齢

実利用者

27 

（人）

~29歳 1 30~39 | 40~49 | 50~59 | 60~ 

。
11 7

 
7
 

2
 

（イ）手帳内訊 （人）

有（重複を含む）

血‘‘£‘ 
身沐 知的 精神 l級 精神 2級 蜻神 3級

゜ ゜
2 16 6 3 

（ウ） 援助方伝

面按

（件）

電話等 訪問 同行 加"lfレンズ 合計

24 985 190 39 24 1,262 

（エ） 支援内容（重複を含む） （件）

心理・情緒 疾療・｛建庚 消費生活 就労 衣食1'士 対人

147 175 177 91 454 61 

制度 所属施設利用 関係機関連携 余暇支援 その他 合計

47 108 426 10 269 1,965 

32 



〇自立生活援助事業（障習者総合支援法内事業）

（ア） 利用者数 〔人）

前年度からり］
2 

継続契約者

新規契約者 3 

在宇から (3) 

入所から (0) 

入院から (0) 

実利用人数 5 

契約終了者 3 

次年度

継続契約者数
2 

（人）

年齢 1 ~29歳 I 30~39 I 40~49 | 50~59 I 60~ 

実利用者

5
 ゜ 。

2
 

ー 2
 

（イ）

内訳

総延べ利用者数

l I退所後 l’平木満I

5 

（人）

ll （退所後 1年以上他）

26 

（ウ） 1雌長広訳 （人）

有（重複を含むヽ ）

'佃‘‘£‘ 
身体 知的 精神 1級 精神2級 精神3級

゜ ゜
1 2 2 

゜
（ゴ） 援助方伝

面接 電話等 訪問 同行 加万レンス

（件）

合計

。
197 65 14 3

 
279 

（オ） 支援広容 t重複を含む） （件）

心理・情緒 医療・健康 消費生餅 就労 衣食仕 対人

27 89 42 11 106 ii2 

制度 所属施設利用 関係機関連携 余暇支援 その他 合計

22 10 64 3 37 163 
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(6)精神障害者ピアスタッフ推進・入院者訪問支援事業

横浜市総合保健医療センターでは、令和 5年度からピアスタッフ推進車業を栴浜市より受託一＼令和

7年度は入院者訪問支援事葉定加え、各種事業を実施しました。

本事業は、精神障害者生活文援センター（以下、「生活支援センクー1という。）にて相談文援に従事

する職員として嘔月された精神障害者ピアスタッフ（以下、「ヒアスタッフ」という,)を養成ナるとと

もに、ピアスタソフと 緒 1こ働く施設長及び職員が、ピアサポートについて理解を深め、ピアスクソフ

こ慨働できる職場づくりを文援すること、また入院者訪問支援事業にこアスタッフも従事することで、

権利擁護、意思表明支援を准逆することを日的としています。

ア 研修（：：：゚ アスタッフ推進）

ヒアスタソフとして働くにあたり、必要な知識等を得る。合わせてリカバリーについて

理解を深め、目身もリカバリーしながら、相談支援を行えるようにする，

日的
生活支援センター施設長、職員はピアスタッフとどのように協働ナると良いか考え、ピ

アサポ トについて理解を深めていく。

ピアサポートやリカバリーの考え方を広げ、本ロリ）ヒ了サポートが推進ずるような働き

か；ナを行う'

）カバリー・ピアサポート研修 ピアスタン~フ実践研修
名称

（ピ／スタッフ等0)育成に係る研修）（リカバリー、ピ 99サポートの推進こ｛系る研修）

． ピアサポートやリカバ 1)-C)考え方を広 ． ビアスタッフの役割について学ぶ3
げ、ピアサホートやビアスタソフに関する

ノゞウンダリーなど、ビアスタッフならでは． 
理解を深める。

の困難ぷについての即解和深める。． ピアスタソフどして働きたい，働くイメー ． リカバリーについて受べるものであり、ビ
判咆

ジを持てるような内容と一、生活支援セン
アスタソフ目身の緒神障害の経験を振り

ター含め、ピ「スタッフとして働くことに
日標

間心を持っている者やビアサポートの推
反ることがでぎろ。． ピアサポートやピアスタッフの役割につ

進に関心のある嗜神保建福祉問係業務に

従事する も参加するーとで、 ：し＂働
いて知らない職員についてもビアスタッ

フと協働するイメージを持ち、協働につい
く、活動するイメージを持てるようげな

て考えることができるようになる。
るC

日程 令和7年 7月 18日（金） 令和7年 12月 19日（金）

42名（生活支援センター： 12か所） 33名（生活支援センター 12か所）

【内訳】 【内訳】

〔受講者］ ［受講者］

参加
横浜市内の生活支援センターの 横阪市内の生活支援センターの

者数
ピアスタソフ 10人 ピアスクッフ 7人

職員 10人 職員 12人

利用者 9人

（ピアスタッフとしての話踊をしたいと （運酋等〕

考えているに活支援センターの利用者', 連営委員（事業推但チーム） 4人
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事務局（財団職員） 6人

〔運営委等： 横浜市職員 1人

連営委員（事業椎進プーム） 4人

事務局・財団職員 6人

横浜市職員 3人

会場 横浜市総合保健医療之ンター 4階講堂

イ 巡回相談

〇生活支援センターにて雇用されたヒア人タッ］、 惰昔し働く施設長及び職旦し対し、

巡口相談員を脈遣し、関係調整、助言等を行うことで、お冗い戸支え合える体制弓くり

日的 を支援する。

0最終的には巡回相談かなくとも、職場でピア人タッフ、胞設長、職員がお冗いに支え合

うことができ，協働できるよう戸なる。

巡回相談尤 生活支援センク 4か所

延べ回数 6回

ウ 連絡会（ヒアスタソブ会議）

目的
ヒアスタッフ1叶十か定期的1こ集まり、今感していろ不安や疑問、楽しさを分かち合うこ

とて、ピアスタップI9,J-I：がお互いに支え合える体制づくりを行う。

開催数 12回

4月 17「l（木）、 5月 15日（木）、 6月 19日（本：、 7月 17日（本）、 8月21「（木）、

日程 9月181:~1 （木）、 10月 16日（木）、 11月201:: （木）、 12月 181：1 （木）

令和 8年 1月lo日（木）、 2万19日／＜〕、 3月19日（月）

隣催場所 横沢市総合保健医捩センター 1階会議室等

エ 『方間支援旦暮成h升修（人院者訪問支援串業）

目的
精神保健智祉法第 35条J:2に基づく訪問支援員の業務を適正に行うために必要な知識・

技能等を敢得するための研修

I：げ呈 令和 7年8月29日（伶）

参加者数 40名 ［内訳】〔受講者〕 28人〔ファシリテーター〕 12人

会場 横浜市総合保健医原センター 4階講堂

オ防閲支援員の派遣

内容

実績

精神科病院し医療保護入院となった）］から訪問(/)依頭があった場合1::、訪問支援員の派

遣等を行うリ（※今年度はモデル病院を対象）

3病院・合言14件
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カ 入碗者訪問支援事業に係る実務考会議の開催

内容
訪問支援員や訪問支援を受け入れる精中科的院の関係者等が、事業実施における具体的な課

題や文援のあり方等について協議する。

日程 令和 7年 12fa'21日（水〕 令和 8年 3月5日 ］、I

36名 33名

【内訳］ 【内訳】

参加 支援員 18名 支援員 17名

者数 医療機関 9名 医療機関 10名

串務局 5名 事務局 4名

横浜言 4名 横浜市 2名

キ 入浣者訪問x援事業に係る推進公叢（横浜市上催）への参加
連営を管理する者および［方問支援を受げ入れる医療機関と訪問支援を行う者か、実施要韻

内容 や出業計血の策宕、史務考会議から報店ばれる事業の妻施状祝や課願等吝もとに出業の惟め

方について検討や見直しを図るを

日程 令和 8年3,15日（本）

ク 事業推進チーム会議の開催

受託者以外の方々どの協働による事業展開／するため「事業推進チーム」を設け、このチー

内容 ムにおいて事業全体の進捗状況の共有や改善策の検訳、また協働のための下夫等について協

議を行う。

正数 4回
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2 要介護高齢者支援事業

2025年には団塊の世代が後期高齢者となり、続いて団塊ジコニア世代も高齢期を迎えます,.2040 

年1こは高齢者数がビークに逹し、介護や医療のニーズは今後も増大し続ける見込かです。 方^で、医

療・介護の坦い手の確保や定着、そしてスギル向lけ•は大きな課祖となっています。限られた人柁と［オ

源の中で、嘩浜市は「横浜咽地域包括クアシステム」を溝築し、効果的かつ効率的な高齢者捕i策の実

現を目指していまず。

「横浜型也域包括ケアシステム」は、「支える側I と「支えら汎る側Iの垣板を超えた地域共生社会

の実現を日昔ずものてす。当センターでは、この理念に基づき、介護老人保f覗肛設「しらさぎ苑J、介

護医療院、診療所病床を有機的に連携させ、さらに精神障害者支援施設とも協働ナることで、他の介

護老人俣健施設芍は受け入れが難しし、高齢精神障害者や精神科病院からの退院支援こも対応しごきよ

し乞

「しらさぎ苑」は全国老人保健施設窃会実地紅瞥指定施設であり、特色ある運営乞且じて要介護高

齢者とその家族にきめ細かく対応しています。また、併設する認知症玖患医療センターの医師が管理

医師を務めることで、長期入院精神障害者が抱える礼公的背累を理卸しに介護職員の育成や、認知症

の薬物療法、 BPSDり改善にも取り組んでいます。

令ホ117年度からは、薪たに財団の基本理念どして掲げた「誰もが安4、して地域生活か送れる共生ネ十

会の実現1を踏まえ、以下の運営方針こ基づき、要介護高齢者支援事業を准進しました。

1 個の尊重と安全で適切なケア

利用者一人ひとりの生活と人生を尊重する姿勢をケアの基本とし、利用者のニーズ、心身の

状態に合わせた安仝で適切なケア提供こ努めました。特に、認知症利用者については、専門医

のコンサルテーシコンや職員のキャリアなどを活用して、適切なケアを提供しました。

2 利用者ニーズに即したサービスの提供

業務改善サイクルを活用して、利用者満足度の向|＾」：と質の高い療養・介護環境の実現を図り

ました。また、短期入折や医療処置が必要な祠用者等を積極的に受け入れ、ニーズに即したサ

ービスを提供しました。さらに、評価システムを機能させ、評価・情報公表を積極的に行い、

サービスの質の向上に努めました。

3 ふれあい・であいの開かれた施設運営

開かれた施設運営を支り、高齢者の存宅生活を支援すろため、地域の人々や自治体•関係諸

機関等と協働し、地域ネットソーク 0)構築を目指しました。

4 サービスを支える人材の育成

人が人に対して行うサ ビスは、職員のケアの実践力が鍵となります，要介護高齢者支援サ

ービスの担い手として、確かな知識こ茨術を店盤にした専門性の高い実践を日指しました。

また、サービスの質右上のため、専門的・人問的記力の高い丈践モデルの育成を目指した。

人材育成にづいては、職員が上体的に自らの実践力向l心に取り組める」：う、成長段陪ごとの到
達目標を設け、継続的rこ敦育・研修を‘甚施し主 I]

今後、晶齢者が増えることが予焦される中で、認知症周辺症状のある方、高齢精神障害者0)

力等を積極的に受け入れるため、介護老人保健施設でぱ個室を増やしデイ］たームを拡張しまし
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た。診療所病床では、全店を介護医療院（哺云換するための工事を行い主した。

5 在宅復帰・在宅療養支援機能の強化

介護老人保健施設では、在宅復帰・在宅釈養支援の強化に取り組み、平成30年 11月には、

施設類別「基本型」から―];11算甕に移f―し、令和 7年度も「）JI]算型」を維杓しました，

6 健全で安定した経営基盤の確立

市民•利用者の期待や｛言頼に応える施設として、効率的・効果的な運賞に努め、健仝で安定

的な経詞岳盤を確立ーましたU そのため、経営目標を細織で共有し、施設稼働亨の同1ぎべ：やコス
卜節減などの実現を図じ）ました，共通の日標に向かって取り組む過程を通して、職貝が心にと

なってセンター浬営に取り組訂鴬欲を晶めま」た。

(1)介護老人保健施設（しらさぎ苑）
【般棟50床認知症専門棟30床 通所リハビリアーション（含介護予坊）、定員20人】

介護保険聞度に基づき、妻介護認定された高齢者の方々に「施設サービス」・「短期入所1・アイ

ケア（通所リハビリテーション）」の介護サービスを提供しています。

次年度から認知症周辺症状のある方、高齢精神障害者の方等固室でなければ受；ナ入れ困難な方を

積極的に受け入れるため般棟、認知症専門棟に個室を増やす工事を行し、ましに令和8乍4月か

らは般凍44床、認知症専門棟27床で連営しまナ。

なお、 般棟及び認知症専門棟を合わせた入1所稼働率は、約91.4％となりました。

♦ 利用者数及び男女別内訳 （人）

区分 廷利用者数
実利用者数

男性 女性 合計

胞設サービス 16,198 21 73 94 

霊 短期入所 573 4 5 ， 
入

<
犯設サービス 9,776 7 56 63 

短期入所 152 2 4 6 

所
施設ナービス計（再掲） 25,974 28 129 157 

期入所計（再掲〕 725 6 ， 15 
入 所 計 26,699 34 138 172 

通所 3,490 19 26 45 

合計 30,189 53 164 217 

＊入所におげる延利用者数の短期入所の割合は約2.9％となりまし九ぐ
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ア人所

（ア）入F の年齢別内訳 （人）

~64歳 65~69 70~74 75~79 80~84 85~89 90~94 95~ 合計

一般棟 3 2 7 11 21 24 18 8 94 

認知症棟 2 

゜
1 

゜
， 25 21 •F J 63 

合計 5 2 8 11 30 49 39 13 157 

（イ）入所者の平均入所日数 （日）

区 ／ノJツ、 日 数

般
施設サービス 264.7 

棟
短期入所 11.0 

認
施設サービス 2691 

悶柚
短期入所 5.7 

（ウ）人所者の区別内訳 （人）

鶴
9日”ー 神奈川 西 中 南 港 南 県十ケ谷 旭 磯 子

般 棟 15 23 1 1 1 2 3 1 1 
認知症棟 8 12 1 2 

゜
1 3 

゜゜合 計 23 35 2 3 1 3 6 1 1 

金沢 港北 緑 青薬 都筑 戸塚 栄 泉 瀬谷 市外 合計

1 30 4 

゜
1 

゜
1 1 

゜
8 94 

0 25 3 I I （） () I 0 5 63 

1 57 7 1 2 (_) 1 2 

゜
13 157 

（エ）人所者の要介護度別内訳 （人）

寵設サービス 短期入所 合計

嬰支援1• 2 

゜ ゜ ゜要介護 1 7 1 8 
要介護 2 16 2 18 
要介護 3 B8 7 45 
要介護 4 60 l 61 
要介護 5 36 4 40 

合 計 157 15 172 
平均介謹度 3.6 

—- —-
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（オ）医療処置の必要な入所者数（月平均） （人）

一般棟 認知症桓

施設サー『7、 短期 胚設サーピ~ス 短期

胃・腸痩 6.69 

゜ ゜ ゜酸素吸入

゜ ゜
0.04 

゜褥疱処置 1.15 

゜
0.29 

゜インスリン注射 2.34 

゜ ゜ ゜尿管沼置カテーテル 1.49 0.76 0.83 

゜ベースメーカー 1.71 

゜
0.50 

゜ストマ 0.40 

゜
0.25 

゜吸引 2.94 

゜
0.06 

゜点滴

゜ ゜ ゜ ゜血糖測定 0.82 

゜ ゜ ゜吸入 1.25 

゜
0.67 

゜導尿 0.13 

゜
6 

゜服薬介助 43.06 1.54 26.56 0.88 

（力）感染症の方の受入（重複あり）

三： INIRSA, I糸麟菌 31 IIA¥。IIIB¥ 1 | IICV 2 1 f籠毒 0 | 合 ]5 
＊新南コロナ感染症への感染防止対策として、感染症の恐れがある方に対して、 303日分の隔離対策

を行いましfこ

（キ）施設サービス退所者の状況

退所後の行き先内訳

医療 特養 老健
有料老 グiレー 介誨匠癒踪 有休診

可宅
機閲 ホーム 施設

人 プホー 介虚隙養型 療舟 その他 合計

ホーム ム 惚寮施設 （伯殻）

人
19 44 43 

゜数
， 4 
゜

1 1 121 

胡
15.7% 36.4% 35.5% 0% 7.G% 3.3% 0% 0.8% 0.8% 100% 

ムロ
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イ通所しハビリテーシコン・介護予防通所リハビリテーシコン

（ア）年齢別内訳

=I ~64歳 |65~6り17U~74 | 75~7,| 80~84 | 85~;9 I 90~ 
祠用考数1 1 1 1 1 ,1 1 11 1 10 1 7 1 11 

（イ）区別内訳

鶴 見 伸余川 西 中 南 池 南 保ーケ谷 旭 磯

゜
5 

゜゜゜゜゜゜゜港 」ヒ 緑 青 菓 都 箕 戸 塚 栄 泉 瀬 谷 市

10 

゜゜゜゜゜゜゜゜

41 

（人）

合計

45 

（人）
ヽ／一

・―j こ 金 沢

゜外 ノロ 計
15 



(2)診療所病床（定員即約陣に7床） 延 2,533人入F所稼働率： 99.1%

有床診療所7床しついCは、医療柄床として医療対応が必要な高齢者等に対応しま
令和 7年度末で有床言多療所 7床を廃止し、令和 8 年度から介護医療院へ転換しま万~ー。

（ア）男女別・年齢別内訳

~39歳 40~49 50~59 60~64 65~69 70~79 80~89 90~ 合 計

男 佐

゜゜゜゜
2 3 3 

゜
8 

女 件

゜
(_) 

゜
() （＿） 4 3 5 12 

合 計

゜゜゜゜
2 7 6 5 20 

（人）

（イ）男女別•利用期間別内訳 r →9 

1~5日 6~10 1-1 11~15「l 16~30「l 31日～ ノロ 計

男 性

゜
2 

゜ ゜
6 8 

女 性

゜
1 

゜ ゜
11 12 

£ 目 言I・

゜
3 

゜ ゜
17 20 

（人）

：（ウ臼戸て:|I青西：I罹中：I→「]:|池栄：「］］瀬旭：I： ]、Iご（人）ぢ
5
 ゜゜

ー ー

゜。゜
4
 
20 

（エ）主な疾患名 償〖複あり）

疾患名 人数

アルツハイマー別認知程 1 
脳梗寒後漬症 ， 

ハーキンノン症候群 l 
脳出血後遺症 6 
くも膜下出血後遺症 3 
肥大卑心筋症 1 
咽頭かん術後 1 

計 22 

（人）

(3)介護医療院（定員介護四郷完12床）延4,368人入所稼働率： 99.7%

介護療養柄床を廃止し、令和4年度から新たに開設した「介護医療院」では、長期療養が必挺

な介護ニーズこ医療ニーズを併せ持つ中重度者を受ヴ入れ、長瑚療養にふさわしい生活環境と日

党的な医学管罪、お石取りやターミナルケアかでぎる体制わ幣えましたつ

令和7年度は診療所病床 (7床）を介護医療院に転換するだめの工事を行いました。令和8年

度からは介謹医療院を19床こ増戻し運営します。
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（ア） 男女別・年齢別内訳 （人）

40~49歳 50~59 60~64 65~69 70~79 80~89 90~ 合 言ト

男 性

゜゜゜
1 1 3 1 6 

女性

゜゜゜゜
1 5 5 11 

合計

゜゜゜
1 2 8 6 17 

（人）

1~30日 31日～100日 101日～300日301日～500日 501日～ 合 計

易 性

゜
1 1 

゜
4 6 

女性 1 

゜
3 1 6 11 

合計 l l 4 l 10 17 

（ウ）区別内訳 (}J 

鶴 見 仲欠川 西 中 南 池 肯 保土ケ谷 旭 磯 了 金 沢

3 

゜゜
1 1 

゜゜゜
1 1 

港 ll 緑 青 菓 都 筑 戸 塚 A 木 泉 瀬 谷 市 外 合 計

6 〇 l 〇 l 〇 〇 〇 2 17 

（エ）要介護度別内訳 （人）

施設サービス 短期入所 合計

要支援1• 2 

゜ ゜ ゜要介護 l

゜ ゜ ゜要介詢 2

゜ ゜ ゜要介護 3

゜ ゜ ゜要介護 4 8 

゜
8 

要介護 5 ， 
゜
， 

ズ口、 計 17 

゜
17 

平均介護度 4.5 

（オ）主な疾患名 （人）

疾患名 人数

アルツハイマー剖認知症 3 
脳梗塞後遺症 6 
脳出血後直斤 2 
くぃ」際下出liIL後遣症 2 
レビー小／和乳認知症 1 
混合刑認知症 1 
パーキンソン症候群 l 
乳がん脳転移 1 

甘9 17 

(4)面会

新型ニロナウイルス感染症は、介護が必要な高齢者け感染を防ぎにくく、また入所施設け~

感染拡大のリスクも高いこどから、多くの高齢者施設では深刻なクラスターが発生しました。
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当センターも、感染症対策を最優先に「感染しない、さサない」{‘護に取組みました，

令内］7年度も、自屯な而会等左制限せ文る左得t［い状況か続ぎましたか、而会回数左増や

し外出も可能になりよした。

直べ人数）

4 5 6 7 8 ， JO ll 12 l 2 3 
合計

月 月 月 月 月 r 月 月 月 『 月 月
一般棟

面会 57 F/r 0 73 129 90 90 l 10 74 87 80 72 86 ], 023 

外出

゜
I 3 10 16 8 27 2 2 l 3 2 75 

認知症専門柚
面会 52 45 53 18 63 56 72 52 69 70 60 77 717 

外出 I l 

゜
2 ,1 7 0 l 2 2 l ム 22 

介護医謡柑完等
面会 12 15 l 4 37 48 52 ,10 62 69 64 62 73 548 

外出 I 2 2 2 l 

゜
l 

゜
2 

゜゚
~ 12 

／ロ今＂し＇ 
血会 121 135 l,10 214 201 198 222 188 225 2 14 191 236 2,288 

外出 2 4 5 14 21 15 28 3 6 3 4 4 109 
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3 地域医療機関支援事業

要介護者、精神障害者の在宅支援のうえで、かかりつに阪等の地域医療機関の果たす役団に大変重要

です。大病院指向から病診連携による機能分化への流れを踏まえ、ピンターではこれまでJ囮或医療機関

に対し、高度医療機器の」し同和用等による地域医療機関支援を行ってきよした。

令和7年度も地域医療機関0ニーズI,礼｝［、様々な地域医療機関支位事業を椎進ーました。

(1) 高度医療検査機器の共同利用

廿h域匝療機関にはスヘースや採算件により設置困難なMRI （磁気共鳴イメージング装個）やCT

（コンピュータ断層撮影装置）等の両像診断機器、心臓招行波装置、脳波検査設備を整備1，、地域友

療槻関の依頼に比じて、検査及び診断を実胞しました'

医療検査機器の利用実績

市内の医療機関を対象に、 MRI、CT、R]等の医療検査機堺の共同利用を行うごどもに、

当センター診療所算で必要な検査を実胞しました。 （人）

検在項日 共同刹用 所佐検直 合計

C ’l̀ 390 401 791 

M R I 394 1,126 1,520 
放射線

R I 15 213 228 
検査等

X線撮影 33 1,572 1,605 

小 計 832 3,312 4,144 

腹部超音波 10 10 

心臓超音波 23 10 33 
生理検否 脳 波 53 867 920 

ホルター心電図 2 2 

小 計 76 889 965 

ヘ凸 計 908 4,201 5,109 

(2)認知症鑑別診断及び外来等

認知症の鑑別診断・外束治療についてば、百民の関心の高まりにより多数の受診希望者がいまず。

それに対応するため、過大船'5年以内：了当ヤンター認知症診断外来を受診した方がらの再診断予約：L-

ついては、 『認知症診断再杭診枠Jを設けることこよい、新現丁方の認知症外来の待機掛問の緩和を

図っています。令和 7年度も、専門性が求められる認知症鑑別診断｛事関する竺センター0‘評価を確た

るものにするよう取り組んできました。

平成27伴2月から『認知庄疾患医療センター（連携型）』に指定され、認知定の鑑別診断に加え、

専呵医療相淡、地域保健医店関係者に対する研修及び地域連携会議等を実施してきました。また、平

成28年9月からは港北区の「認知症初期集中支援チーム＂として、医療や介護につながっていない認

知症の方や疑ハのある方の自宅を訪問し、医療機関の文診や介護リ・ービスJ')利用文援を行い、認知症

の早期診断・早期対応に向けた支援体制の構葵を図ってきました。

さらに、平成29年6月に神奈川県から受託しjこ昔年性認知症支援コーディネーター事業については、

平成30年度から横浜巾からの受託となり、引き続きコーディネーターを酋じ置し、若年性認知症の方や

その家族等の相款及び支度に携わる者司卜のネソトワークの調整等を行ってきました。

45 



ア 認知症鑑別診断

認知症が疑われる方を対象に精神科医師による診察や MRI、脳波等の精密検査による認知症の

診断を行い、医学的な面から在宅生活を支援しこした。

（ア）男女別・年齢別内訳 （人）

~59歳 60~69 70~79 80~89 90~ 合計

男性 16 25 128 213 38 420 

女性 12 20 179 411 81 703 

合計 28 45 307 624 119 1,123 

＊介護老人保健施設に入所中の方6人を含む

（イ）疾患別内訳 （再初診の数を含む） （人）

項 目 全数
内加歳未満

1. IF宮または健＇宵 29 3 

2.睦度認知障害 (MO) 433 19 

3. アルツハイマー9'翡認知症 512 11 

4. 血管‘生認知症 15 1 

5. レビー小体型認知症 39 

゜6.前頭伺頭刑認知症（行動障害型・言語障害型を含む） 8 

゜7.外傷‘生脳損傷Iーよる認知症

゜ ゜8. 物質・
n 
「よる認知症（アルコ ル閏直障害：＇よる認知店を合む） 1 

゜9. HIV感染による認紅症

゜ ゜lo．プリオン病による認知症

゜ ゜11.パーキンゾン病による認知症

゜ ゜12.ハンチントン病による認知症

゜ ゜鳳正営圧水頭症 7 

゜且他の阪学的疾忌による認知症 1 

゜l5．複数の病囚による認知症 22 

゜鳳詳細小明の認知症（卜氣]3~l5に該当しないもの） 27 1 

l 7. 卜嘉記2~16以外の症状性を含む器質性靖神障害 2 

゜区．統合失調症，統合失調症呵障害及び妄想性障害 3 1 

l9．気分（感情）障害 2 1 

20. てんかん 3 

゜21.神経発達障害（紅的発達障害を含む）

゜ ゜22. ト記のいずれにも含まれない精神疾患 2 2 

23. ト記のいずれにも含まれない神経疾患

゜ ゜24. ト記グ‘'いずれにも含まれない疾患

゜ ゜25. 診断保留 17 2 

鑑別診断件数（合計） 1,123 41 
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（ウ）区別内訳 （人）`’←9 

鶴見 神奈川 四 中 角 港南 採土グ在 旭 磯千 金沢

46 197 5 10 14 13 43 32 4 1 

港北 緑 青槃 都筑 戸塚 栄 泉 瀬谷 庁外 合計

508 114 10 69 ， 2 10 10 26 1,123 
（コこ）詔介機関等の内訳 （人）

福祉保健
地域包括

居宅介護ゴ
直按申込

初期集中支
医療機関

センター
支援セン

援事業所 援チーム
その他 合計

クー 本入 家旅

591 25 49 42 73 331 1 1 1 1,123 

く参考＞ 初診のみで中断また1ょ終了し、確定診断：こ至らなかった方について

認知症の鑑別診断のための検査で、治療を優先すへき他の疾患の所見かあった場合は、鑑別診断を中

断して専門り）医療機関を紹介しましこまた、認知症の周辺症状 (BPSD)等が悪化し在宅での介護か

困難になった場合は、精沖科庄I浣への人院紹介を行いました。

0中断・終「した理由と初診の診察こ検直結果及びその後の経過から推察される診断。

理由 『数 推察される診析

軽度慇知障害偉．‘I)

血管出認知症

他院人院 6 
診断保留

アルツハイマー型認知症

レピー小体型認知症

他のI校学的疾患による認知症

伯科治療優先 2 
ンビー小｛本型認知症

アルツハイマ型認知症

死亡 I 器質佐精神障害

本人の拒否 2 
アルツハイごー型認知症

精神疾患

イ認知症外来

認知症診断を受診後、引き続き外来診療を希望ずる方を対象に］を知症外来を実施しました，

（人）

4月 15月 16月 17廿I8月 1,片|~。月 |II月I12月I1月 I2月 I3月 l合計

人数 I1s2 I 203 I 177 I 216 I 177 I 169 I 212 I 180 I 197 I 185 I 176 I 194 I 2,268 
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ウ 横浜市港北区認知症初期集中支援チーム（平成28年9月から実施）

横浜市では、認知症になっても認知症の人の意思が尊重され、でさる限り住み慣れた地域て

粋らし続けられるために、認知症の人やその家族に早期に関わる「認知症初期集中文援テーム」

を順次各区に設置し、認知症の早期診断・早期対応に向けた支援体制を構築していま仁

当センターしは港よ区り，認知症初期集中支援チームが設厩され、相淡窓IIきある也域包括支援セ

ンター及び区福祉保健センター尚齢・障害又援課との連携のもと、認知1記の方やそのご家族のりJ紺

への集中的な支援を行いました。

i認知店初期隼中支裟チーム」は冗廃・介護•福社の専門職で構成一、阪療や介護にら芝くつな

がっていなハ方や認知宿及びその疑いがあり周囲が対応に苦慮している方の自宅等を訪間1,、専門

医療機関の受診、介護サービス1渭関する説明や利用支援、認癸［症の状態に応じた対応等の助言を行

いました。支援期間は医序や介護サービスの安定的な利用に移行するまでの問で、覗ね6か月を目

安として実施しました。

（ア）湛北区認知症初期集中文援ヂーム 支援実績

4 5 6 7 8 ， 10 1: 12 1 2 3 >月 月 月 月 月 月 月 片 月 月 月 L 

対象ケース

新規ケース数 2 

゜゚ ゜゚゜
1 

゜゚ ゜゚゜
3 

終了ゲス数

゜゚
2 

゜
1 

゜
1 

゜゚ ゜゚゜
4 

紺銃ケース数 2 4 4 2 2 1 1 1 1 1 1 1 ／／  

総ケース数 4 4 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 ///'  

定例チム貝会談

共施回数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 

検討ケース総数 4 4 4 2 3 2 2 1 1 1 1 1 26 

個別チム貝会談

実施回数 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 13 

梅討ケース総数 4 4 4 2 3 2 2 1 1 1 1 1 26 

訪問件数

実施回数 3 4 5 1 2 

゜
1 1 1 1 1 2 22 

48 



工横浜市若年性認知症支援コーディネーター（平成30年4月から実施）

若年性認知症とは、 65歳末溝で茫症した認知症のことです。医学的に：ま高飴者の認紅症と違い：ま

ありませんが、若年性認短症の当事者は多くの湯合、仕事・家事・子育てを担っているllし代でず。

そのため当事者の配偶者か生計を支えながら土な介護者になることが多く、当写者と介護者の双方

し身体的Iし~も経済的 Iし~も大さな負担が強いられる等、様々な課題を抱えCし、ます。

そうした廿年性認知症特右の課題を踏まえ、廿年性認知症支援コーアイネーターは、こ本人やご

疇等からの相談に対応し、本人ミーティングや家族のつどいなどを迎じて、活動場所の確俣や当

事者［月七のつながり左支援しました。

また、行政・阪療・福祉関係者、企業の労務印％者等からの相談については必要な毘言を行うど

共に、医療・幅祉・就労等の専門機関と相互に連携する体制べくり1哺取り糾み主,/：：：，

（ア）相談件数（延件数〕 1回）

且 4月 15月 16月 I7月 18月 IHI 110;c In月I12月 11月 I2月 I3月 へ舌ャへ
ロロ

人数I84 I 65 I 74 I 81 I 43 I 66 I 71 I 75 I 78 I 66 I 72 I 52 I 827 

（イ）市民公開講座 (7こーザイ株式会社と共催）

舟舟般市民の方を対象に、若年生認知症を含む認知症について正しく理解し、将来に備えて考えて

いただく機会とすることを口競とした公開講座を開催しました＂

ラミ ー ゞ 認知症この付さ合い方～認知茄になっても安心できる社会へ

開催 日 令和7年9月6日（土）

場所・方法 横浜市総合保健医療ピンター請堂

受講対象者 ・般市民

受講者数 51人

（ウ）かかりつけ医認知症対応力向上研修② （地域連携・制度編）

認知症疾患医療センタ としてかかりつけ医を対象に認知症対応力向l．研修を実施しましたC
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I.かかりつけ医の役割

L かかりつけ医に期待される役割

2. 早期発見・対応の意義

l1．基本知識

L 共生社会の実現を推進すろための認知症甚本法

2. 認知症施策

lil．診療における実際

L 共生社会の実現を推進するための認厄症基本法

2. 診断後の支援

講師小林ク）ニック副院長
テー マヤ

認知症サポート疾小林雅子氏

IV．地域•生活における実践

!. 認知症のケア・支援の基本

2. 認知症の人の意忍決定支援

3. 認知症の医療・介護に関す忍政策・制度等

4. ｛也懺種連携

講師横浜市総合保健医療センター

精神保建福杜七 内山恵

若年性認知症支援コーディネーター

川中洋至

開催日 令和8年2月26日（本）午後7時00分から午後8時45分まで

場所・方法 オンライン開催

受講対象首 横浜市内のかかりつけ阪

受講者数 医師15人

（コこ）認知症疾患医療了ンター地域連携会議

港化区、都筑区における認知症に関する情報Jt有と連携強化を目的に認知症疾患医療センター地域

連携会議を開憧しました。

内容 (1) 横浜市認知症疾患医療センタ令和6年度実績

(2) 認知症のある方が受診へ拒否的な場合のかかわり

(3) 抗アミロイドB抗体薬による治療の状況

(4) その他 I情報共有等）

聞催 日 令和7年10月 16日（木） 午後7時00分から午後8肝30分まで

場所・方法 オンライン開催

出席者 港北区、都筑区の医療、福祉、介護ならび:~当事者団体竿関係者 (17 人）
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(3)生活習慣病外来等

横浜市では、健康寿命の延伸をテ マに一健康喘浜21」運li)を展開し、日本人の死伏の5割（令

和2年）を占める、がん・月伍血管疾患・心疾息の二大生活習憫病対策等に取り組んでいます。

また、最近ば、内臓脂肪卑肥渦に加えてIIJL桔直、 IIJJ圧、l'JL清脂質のうち2つ以上が危険域にあるメ

タポリックンントロームも、動脈硬化を年齢相応より早く進行させるものとして問題となってし＼よJ。

喫坪し伴う「II巾の生活習阻病」 ぐある慢性胆吸器病疾患（COPD) こもあわせ21^ 加紀の生活習惧

納の概念は非常に広義になっていまずe 当センターにおいても、啓発活動とともに原因治療に重点を

おいた生活習甘厄侭来を実施しましたr

また、立成20年4月から糖尿病等の牛活習僻病0；予防及び淮行の防止、牛餌にねたろ健康の保持

を叉1るこどを目的に、高齢者の匠療の確保に関ずろ法律が施行され、 99iセンターに謬いても特定健康

診査及び主に75歳以上の横浜市民を対象とした喘浜市健康診査を実施しましたり

（人）

人し1]] |:5： |二|:5： I □ | ]1： |1:5] |!二|1二I]2] | :3： | ：；［ロ
イ健康診査他 （人）

健康診査 年問受診者数

特定健庫診宜 20 

濯浜市国尺健康図炭 17 

1什会保険他 3 

横浜市健康診宜等 34 

1横浜市健康診査 21 

PSA検宜 13 

肝炎ウイルス検査

゜
ウ 横浜巾槍呻科初期救急

神余川眼精伸’呆健福祉・ごンター内に設置されている、 ・精神科救急医療情報窓口」に電話相談をし、

窓iiが外来受診が必要と判断した刀に対しぐ、土曜日の午後(13:00~17.oo)、日曜・況ヨ・年木年始冗

午前・午後 (9:00~n:oo)し診療を行い';:.!✓ 「こ3

（ア）聞所日致

l 123日
（イ）受入入数

戸三数
（ウ）曜日別内訳

二 日濯

14 

呪日
＇ 

19 

（人）

1日平均＇ 

0.3 

（人）

合計

43 
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（エ）診察内容内訊（菫複あり）

診察 1 処方

43 4l 

同
＿
。

状介

〇

ワロ，爺 人院依頼

゜

1人）

診断書

゜（オ）男女別・年齢別内訳

10~19歳 20~29 30~39 40~49 50~59 60~69 70~ 計

男

゜
1 2 1 5 1 

゜
10 

女

゜
7 6 4 7 7 2 33 

計

゜
8 8 5 12 8 2 43 

（人）

（力）病名門訳 （重複あり） （人）

不眠症 19 統合失調症 ， うつ状態 13 不安障害 6 

バニック障害 1 うつ病 7 以極性障害 4 気分変調症 1 

パーキンソン 非情緒不安定ハー
2 解離性障害 2 

ソナリティ障害
1 非器質性精神障害 1 

症候群

不安神経症 3 不安神経障害 1 I稲民痒害 1 

（キ）区別内訳 （百外内訥川崎市：5人横須賀市：1人その他県内：4人県外：3人） （人）

鶴 見 神奈川 西 中 南 港 南 仕土ケ谷 :ll! 磯 子 金 沢

2 2 

゜゜
2 3 

゜゜
1 

゜港 北 緑 青 度 者『 筑 戸 塚 た本4, 泉 瀬 谷 市 外 ヘ口 計

4 3 4 2 3 3 1 

゜
13 43 
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4 総合相談事業

総合相談室は、保健師 ・社会福祉士、精神保健福祉士等の専門職を配置し、利用者や家族からの

幅広い相談に応じるとともに、精神障害者支援・要介護商齢者支援 ・地域医療機関支援等の多様な

機能を複合的に併せ持つ横浜市総合保健医療センクーの総合的な窓口として、要援助者の在宅生活

を文援しました）

さらに、総合相談室を核とした各部門の有機的な連携を図ることにより、利用者のニーズを幅広

＜捉えた専門的 ・総合的な支援の実現に努めました。

(1)相談 ・情報提供

支援を要する高齢者や精神障害者等の方々の、医療 ・保健・福祉に関する様々な相談に対応し

適切な情報を提供することにより、住み佃れた地域で安心した生活が送られるよう支援しました。

（件）

電話相談

6,321 

窓口相談

682 

合計

7,003 

(2)障害者二次相談支援事業

横浜市は、障害者□次相談支援機関を、「一次相談支援機関と連携しながら、原則として固有の
障害についての相談を行い、家族や関係者に対して啓発等を含めた研修を行うと共に、身近な相

談者や一時相談支援機関の職員への支援や育成を図る機関」と しています。

当センターは平成19年10月に、横浜市障害者相談文援システムにおける二次相談支援機関に

位置付けられ、障害者やその家族、一次相談支援機関からの相談に対応するとともに、港北区自

立支援t森栴会、二次相談支援機関連絡会等に出席し、地域の相談支援事業の質の向上と連携構築

に寄与しました。

（件）

疇
一
10

疇

一
2 ”―2 

＝ 出席
その他＇ 

2 

飼

一
22

一次相1!11支Ill機関

指定特定相該支援事業所

計蝕iHJ森女tEん(t• う）iの支ばの中心ケ担い主

-1. 

亡ワワ四ワ

梱祉サービスの和ll(J)イ＿C!!,!,こ関わら1唸古

によって牛沿のLづらさや囚貨じヤ抱 えてい

る））^ 、の文は心19,Lを担うとともI,、411訣文

粒•!/.r1tt等のサポートをしよす、

詞
身i!i:な相該書 本人・家族 ・地塩 二次相該支援機関

"mのI刃わりから悩みやいりことを交Int:

め、文は1111刃につなIfます．

ロり日：日ロ
Iサーピス覆傑●稟所 l〔ーー一99

'“占ぷ・ゃギ族からr..1,J蕊を受Iするととも9―

浅1114のり／1＇’In：を応かして．ふ幹、 区櫛、生活

女ti:cをはじめとした文校れのサポー トをし

ま1-.

コロワ亡［
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(3)入所判定会議億設ザービス受入会議｝

平成12年4月より介護保険法が施行され、長期入所（施設サービス）者の受入を開始しました。

受入の可否について、医師、希護師、ケアワーカー、管理栄養七、作業療法七理学療法十、相

談員（保健師、社会福祉七精神［和酎晶祉七）等による会議を開き、検討しましだ

開催回数 利用希望者 受入結果

（回） （人） 吋（人） 否（人）

介護老人
一般棟 39 62 62 

゜保即饂設
認知症棟 30 44 43 1 

介護医療院 ， 12 12 

゜合 計 78 118 117 1 

(4)評価会議僅沸ひ且利用者の評価会議）

介護老人保健施設及び診療所の短期入所利用者の情報を多職種で共有し、より良いケアが出来

るように、週1回評価会議を開催し主した。

参加スタッフは、医師、石護師、ケアワーカー、管理栄養七、作業療法十、理学療法七、臨床

心理十、相談員（保健師、社会福祉十、精神保健福祉十）等で行いました

開催回数 入所予定者 入所者 退所者 合計

加］） （初期・人） （中期・人） （迎所時・人） （人）

介護老人
一般棟 49 42 45 46 133 

｛呆健肥設
認印症棟 27 27 25 25 77 

診療所 在宅医療 12 32 24 24 80 

合 計 88 101 91 95 290 

(5)サービス担当者会議（ケアプラン作成会議）

胞設祠用者に対するサーヒス等利用計両習を作成すこために、サ—ビス担当者会議（ケアプ

ラン作成会議）を週1回開俯しまし以参加スタソフは、医師、ケアマネジャー、石護師、ケ

アワーカー、管理栄蓑七、 1乍業療法七、理学療法七、相談員（保健師、社会幅祉十、精神保健

幅祉十）等で、タアプランの検討・修正・再評価・退所評価を行いよした。
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開催回数 初掛ケアフラン 継続ケアフラン 迦所時的7うン

（日） 件数(/牛） 件数（件） 件数（件）

介護老人
一般棟 48 77 135 75 

保健胞設
認知症棟 48 40 86 46 

介護医療院 13 5 47 4 

ノ目へ 計 109 122 268 125 

(6)相談支援事業

平成31年1月から、横浜市総合保健医療センターで実施している障告福祉ナービスの利用を

希望される方等を対象に、総合相談室において計I911i相談支援および地域相談支援を実施しました◇

ア計両相談支援事業：国事業）

0契約者祟計（実人数・重複有） （人）

三□1]
虞助件数

面接 1 電話等 訪問 同行 l担当者会議l打合せ l その他
33 791 57 11 49 32 

゜

（件）

へ主

后
イ 地域移行支援事業げl事業） （実人数） （人）

| 文援対象者数 支援終了 | 
゜

(―) 

虞助件数 （件）

面接 訪問 IC]行 ケースカンファレンス 電話 合計

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
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5 総合保撻医療センターにおける財団自主事業

指定管理者として自上的な企両・運営による自上事業を展閏していま寸~～。これは当炉門の「定款」

や「基本理念」に沿った公益的使命に基づいた事業内容となっています。

(1)訪問看護ステーションみんなのつばさ

開設から 20年日を迎えました。当初、精神科領域を対象としだ訪間石護スアーションは希少でし

たが、現在は多くの事業所で精神科領域をカバーするようしなり、市域び）地域支援体制が強化されて

います。医寮•福祉の多岐にわたる機能を持つ横浜巾総合保健医療センクーが11ずる訪問舌護ステー

ンョンとして、吋内外の関係鳴関とO)l車携・協動を悩強化し、公芥性の高い訪問看誇を提供するこ

くいが求められています。

現在、横浜市総合保健医療ヤンターでは認知症初期集中支援事業を受託しており、訪閲舌護ステー

ションも存宅支援サービスの1つレしてチーふこ参両しています。認知症の方への対応では、介護支

援専門員左含訂｛打機関たの直嘲冴大切tこしながら支援花行ってい主す。 心方、粛年の傾向レして、

汲～由歳代の若年層の新規利用者が増加してお［，、精神科訪問看誇への多様なニーズに対応できる

よう、文援J)幅を広げていますっ

令和7年度は、関係機関このケー人カンノァレン人や新規利用者の退院前カンファレン人、自立支

援品議会等の場に積営杓に参加し、顔の見える訪問肴護ステーションづくりに取り組みよし｛こさら

に、袖祉サービス事業所との対話を通じて、医療サービスとして担うことのできる役割を積咆的に発

｛言してさました。

令和8年度は、より多くの方を受け入れられるよう職員伺111Jを整えるとともに、業務の効率化を推

進します。多くの関係機関に足を運び恥l浣や地成の課細こ耳を傾げ、その解決に向げて貢献てきる訪
問看護ステ ションを目指します。あわせて、財団内では希少な医療専門職としてのス守ル向卜を図

りながら、財団のは本理念に沿い、医療アウトリーチの機能を活かした特色ある運闘に努め、利用者

が望む地域生活を継続できるよう支援していきます。

ア令和7'叶度利用者実人数 123人

イ 月別利用者数、延訪閲件数、新規利用者数 ：人）

4月 5且 6且 7月 8月 9且 10月 11且 12且 1且 2且 3月 合計

利用者数 102 105 102 104 104 102 102 103 105 107 106 107 //  

廷べ訪閂件数 382 386 381 397 363 361 375 347 346 366 353 381 4,438 

新規利用者 1 3 2 2 1 1 2 1 2 3 

゜
2 20 

ウ 令和7年度に利弔した者こ関アる基礎情報

人数 最低年齢 最高伸昨 立均年齢

男性 55人 14歳 89歳 49.5歳 I
I 52.6歳

女性 68人 19歳 91歳 55.1歳
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工令和 7年度疾患別利用者数

呻怪性・ストレス
アルこコーJレl

統合失調症 気分感胄障言 発達障書塾 関連障害および、
薬物依仔症

63 23 6 

(2) 講演、講座等の市民サービス事業

ア 認知症介詢者カウンセリング

身体表現性障害

5 2 

料令 1回 3,000円t50分）

• 利用者数 3人（実人数3人）

イ 研修・講座等への講師派遣実績

No 年月日 依頼元 仙肘参名・校葉名等

1 
吋13,6116, 横浜労災石護専門学 地域・在宅看護方法論
7/8 校 精神舌護学概論

5/15 港北区ボフンティア ボフンティア向：ナ学習会

2 連絡会 地域で粋らずことについて考える

～こころの屑気を知る～

3 
6/19 都筑区家族会すずら 精神障吉老家族会向け学習会

ん会

6120 精神神経学会 シンポジウム：唖業領域に諺ける多

4 職種協働を考える～組織を超えた協

働を～

G/20 横浜市医師会聖灯看 老巳号護学1I
5 

護専門学校

7/11 港北区地域自立支援 若七獨：「おけるメンタルヘルス
6 

協議会精神分科会

7 7/11 東凩工科人学 精神呑護学

7/31，改2G, かながわ智祉サ ビ 相談支援専門員現任研修
8 9/25 ス振興会

， 9/16,1辺 東京郡饂祉俣建財団 東京都障害者ピアサポート研修
6 

10 9/17 横浜市港北区医師会 市民公開講巴

11 9/19 仏務総介研究所 第 18旧社会板屈調整‘1'［初仔岬修

9129 鶴見区幅祉俣健ビン 心のナホーター養成研修
12 

ター

10/17,1]J かながわ佐祉サービ 神h川県障がい者ピアサポート餅修

13 
19,1廿28, ス振興会 （疇I帷参）
1辺5，四1
2 

ll/6,ll/7, かながわ福祉サーヒ 相談文援専門員初任研修
14 1219,1/29, ス振興会
1/30 

57 

認知症 その他

5 19 

溝帥

精神保建福祉I

精神保健饂祉七

公認心理師

作業療法七

作業療法十

石護師

作業療法十

作業療法十

精神保恕醐t-+:

精神保健饂祉七

精神科矢

精神保建福祉十

精神保健禍祉L

精神保健幅祉七

精神俵建福祉十



1/9辺12, かながわ掏祉サービ 神今川県障がハ者ピアサポート研修 精神保健饂祉七

15 2/13,2/17, ス振興会 （応用研修）
認 7

1/22 神奈川県妄師会在宅 在宅医療研修 精神保建福祉十

16 医療トレーニングセ

ンター

1/29 保土ケ谷区福祉保健 令和7年度保土ヶ谷区就労支援研修 精神保健福祉十
17 

センター

216 神奈川区掏祉保健セ 心のナホーター養成研修 精神保健饂祉十
18 

ンター

神今川屎小川］！i［保健 令和 7年度小川／h［保健糾社1i務所地
精神保健伽祉十19 2/1 3 

域帖神保健伽祉連絡協議会祁i祉’ji務所

3/23 篠原地区友愛活動委 篠原地又友愛活動委員研修会 精神保建福祉十
20 

貝 中高年暦のひき、ーもり～8050問題～

(3) 研修事業

ア 臨床研修医（］）受け入れ

質の高い医療を継続するには、研修医への質の高い教育が必須です。当センターでぱ「地域

医療Iの研修磯関として、令和7年度は横浜労災病院及び喘浜市立大学附属病院から計6人を

受け入れました。

今後も教育プログラムのエ丈を行い、受け入れを実施します。

イ ケアマネジャー研修

市内の主に近隣区の居宅介護支援事業者のケアマネジャーを対象にした研修会を開惰し、セ

ンターとケアマネジャーの連携を強化するとともに、センター事業をPRしました。

第1回

テーマ 「認知症と薬(/)はなし」

視聴期間 令和8年1月26日（／［） ～令和8年3月2日（月）

場所・方法 』ンライン開催

視聴回数 144回

第2回

テーマ 「認灯症高齢者の意思決定支援について」

視聴期間 令和8年2月9「l（月） ～令和8年3月2日（月）

場所・方法 オンフイン開催

視聴回数 86回

ウ 研修生・実習生の受げ入れ

喘浜市総合保健医寮ピンターや生活支援センターが持つ機能や実績を話用し、各部門にお

いて専門職神の人材台成左目的｝して、仙修牛・実習4り娑け入れ左実飾し主した。

石護大学、石謹専門学校、社会幅祉系大学、医療技術系大学、学生や施設職員等を対象に

受iナ入れました。
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受灯人れ部1凡
実習担l,lij 

文習4依頼l, 延
実習生

「I 」9、こ← 職種窄

行護祁 R7.6.l0 R?.10.15 横加Il|,"帥会叩灯看護専門学校 24 行護` 芹I:▲

行虔吼I R7.12.1 R7.12.12 仲余川り，［立衛1．石護51’']学校 40 行護WIc

柏神科デイケア R7.8.25 R7.9.12 11 l'I大学 12 柏神保｛廷伽祉1：学生

生活訓練係 R7.6.30 R7.7.18 神奈川県＼久保健伽祉人学 14 柏糾翡4廷福祉l：学生

生揺訓練係 RS.l.22 R8.2.13 桜〔林大学 14 柏神保{i賢，i祉1：学生

就ガ訓練係 R7.3.4 R7.3.24 川園闘布学I点l大学 14 柏神保｛廷伽祉1：学生

泄北刃Iぶ『文援センター R7.7.11 R7.10.2 横浜巾納院協会石護叫’'1予校 10 行護学生

泄北メ'I,話文援センター R7.8.25 R7.93 "¥4CA健康侃祉叫門学校 8 柏糾翡改整品祉 l•学牛

氾北＇メ:,Li,『文扱センクー R8.l.l9 R8.2.6 日本伽祉教育収l"J学校 l5 柏神保｛廷伽祉1:f'和1:

神奈川1メ生活文悛センター R7.8.27 R7.8.28 柚洪労災病院行護薗＇J学校 73 1 己1華H又”J；ゾl：

神閲II|)(’厨古支炭センター RS.3.9 RS.3.14 杏林大学 5 作灼寮法 I学'I・

磯［A．生活文悛センクー R7.6.5 R7.10.20 柏灼兵9|i納院協公石護',11'1"1学校 ， 行護‘［生
磯f•メ：生活文扱センクー m.6.27 1'7.7.15 II本社会'1斗業大＇芥 8 店憎,,翡4t:fhi礼1:1:"和I'

磯fぐ！ぷ~r;文扱センター R7.7.16 R7.7.30 東以払i祉保育屯門学校 8 枯神保｛廷福祉1：学生

"ij「:1行護 R7.6.17 R7.11.4 横訴労災f護がl"J学校 50 行護WIc

f,/j|'i1行護 R7.9.18 R7.9.19 神奈川恥行護協介 2 行護I::1|l

訓りj行護 R7.12.9 RS.1.22 慶應義汎以学 24 行護学生

訓1j石護 R8.2.9 RS.2.20 神余川県9久保健伽祉人オ＇． ， 作業椋社sl ：学·91••

粕神科デイケア・生活訓板・
占li',1石護・神奈川1炉揺I文援 R?.9.8 神余川見久保健幅祉人窄 22 件業椋法l：学牛
そンター

合，，I 321 

6 ボランティア受入

喘浜市総合保健医寮センターでは、これまで多くのボランティ／の方に就力しー（いただいー（食まし

定。令和7年度も前年度に引ぎ扇存去、新叩コロナウイルス感染症対策のため、原則ホフンテイアの受

け入れを中 1卜しさ＇］た。そうした中、要介護高齢者事業や精神障害者支援事業においてば、廷べ 24

人の方々（ー活動をしていただきました。
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7 広報 •PR活動等

センターの事業について、咲々な媒体を通して市民や利用者、関係団体等に対ずるPRを行いまし

令和7年度は訪問しての事業説町の機会を多く設けると同時こ、地域ケアプラザヘの資料配布や、

周』地域の自治会等のご協力のもと、チラシのポスティング等によるPR活動を実施しましこ

(1)ホームページの活用：事業紹介・情報提供、定期酌な活動報岩、閣合せメールヘの対応

(2)広報誌の定期発行・ホットほっと（年3旦）、しらさぎ通佑（母月）等

(3) SNSを用いた発信： SN S (Instagnlll • i¼lmlxiok) 運月・定期（週 1 回）発信

(4)訪問しての説明：関係団体・事業所等に出向いてi/)事業説明・御用翡きの実施

(5)郵送等での発信：関係団体・事業所等への定期的なパンフレットやチランなどの送付

(6)蜘域のイベントヘの参加：隅北ふれあい主つりへの参加 (ll月）等

(7)施設案内のチラ汀已布：団地等へのパスティング

(8)疇見芦謬疇：ケアマネジャー宜け見学会や、社会福祉協議会などからのご要霊基づ

く見学会の実施

8 利用者満足度調査

利用者溝足度の向l□I維持）を日的に、アンケート試査を実胞しました。

(1)介護老人保健施設・介護医療院の利用者僑鳴3へのアンケートの実施
ア実施此期

1 

2 

3 

4 
5 

6 

7 

8 ， 
10 

（ア）利用者本人閲舎：令和7年11月1日から令和7年12月加 Hまで

（イ）利用者家腔凋査：令和7年11月15日から令和 7年12月19日まで

イ回答数

（7)利用者本人調査： 15人に面接調査を実施〈回収率け1仮瓦）

（イ）利用者家族調査： 62人に送付し、 37人から返送〈回収率は59.7%)

ウ調査結果

（（）利用者本人謁査

回答数に占める4段階評価のj・・.1立2段階までの「とてもよいI「よい の肯定的な回答

の割合は次のとおりで、概ね高い評価をいたたきま」た。而按調査時にばたくさんのコメ

ントをいただき、多くの気付きを得ることができましたつ

質問 肯定的回答の割合

施設に入るとき、施設での生活内容についてわかりやすかったですか。 26.7% 

介護の計両書け匝設サービス計囲書）に、満足していますか。 73.3?ん
ここでの牛話1）スムは、あなたに今ってい主すか。 66.でん

お部屋や食堂1よ、いつD快適（清潔、温度、明るさ等）て，「か3 86.7% 
食事はおし＼しいですか。 80．げ兄

お風呂には満足していますか。 93．ぎ％

あなたか希望するたぎにトイレに行けたり、お貯つ交換がで去主すか。 86.7% 

自由時間には、外出や趣味の活動などの好きなことが •Cきごいよすか。 60.00/c 

機能訓練や日常生活訓諫（リハビリテーション）は、あなたにとって 1
60.(JO/4 

分に行われていますかリ

施設に対するポ満や要沼を気軽に言うここかてきます恥 46.7% 
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111他の人口見られたい聞かれたりしたくないここに、配慮かなされていま

すか。

げI口：ば9::],:：口ゎ：^ 袖立；：｝：：ぐすか
（（）利用者家族調査

船.70/c,

86.7% 
93．芥兄

皿答数：こ占める4段陪評価のい立2段階主で(i)「灌足」 どちらかと直えば満足」の割

合は次のとおりで，概ね高い評価をハただきました。

質問

1 当施設の基本理念をご存知ですか

2 当施設の基本理念は、実践されていると思いますか

3 入所を横劉する時に、胞設に関して知りたい情報を得ることけできましたか

4 具体的兌サービスの内容や賛用に関する支姜相談旦からの説明についてに、

満足していよしたか

5 職員からの施設サービス計両書の説明に、満足していますか

6 施設サービス計両書の内容は、満足していますか

7 ご本人への緊急時（病気や匠我など）対応については、満足していますか

8 職員からの:.•本人の様子に関する説明や情報提供（定期的な電話連絡など）

に、満足してし、ますか， プライバシーヘの配慮については、満足してしヽまわ炉
10 職貝の言菓遣いについては、澗足していますか。

11 職員は気軽に話しやすい雰囲気ですか

12 職貝（｝）身だしなみにづいては、満足していますか

13 小満や要苧を聞く体制／対応については、満足していますか

14 竺センターを利用して良かったですか

15 面会の方法について（満足・どちらかといえば満足の割合）

16 面会の頻度について（満足・どちらかといえば澗足の割合）

(2)外来部門と通所部門の利用者を対象どした満足度調査を実施

ア実施時期

外来部門・令和7年12月15日～12月19Ii 

通所部門：令和8年1月5日～1月23I」

イ回答数

外来部門： 122 通所郭門： 112

ウ調丘結果

肯定的回答］）

割合

67.6% 

94.6% 

94.6% 

100．0% 

97.3% 

97.3% 

62.2"/o 

81.1% 

89.2% 

91.9怜

91.g/o 

94.6% 

919'/o 

97.3% 

73.0J/o 

75．でも

回答数に占める「とてもよい」「よいIの割合は次の通りで、概ね高い評価を頂きました。

（ア） 外来部門

0施設ぱ快適でしたか。 【86%】

0職員の文応1よいかがでしたか。 【96%】

〇待ち時間はし、かがでしたか。 【83%】

0プライパシーヘの配慮まいかがでしたか。 【90%】

(~)センター左受診してよかったですか。 【92%】

61 



（イ） 通折部門

0施設は快適ですか。

0職員の文応はいかがですか。

0プライバシーヘの配慮まし、かがでずか。

0センクーを利弔してよかったですか。

【83%】

【87%】

【82%】

【88%】

，
 

施設・設備の修繕、機器更新等

ご利用者の告点主に快適かつ安令に、そして安心してセンター左利用していただくため、旅

設・設淵の｛虞普•更新等の対応を行いました。

(1)横浜市総合保健医療センター

ア 介護老人｛呆健施設改修丁事（多床室の個室化工事、デイルーム拡張工事）

イ 冷却塔補給尽用肛l圧給水ポンプ更新工事

ウ 給湯管ヴィクトリックジョイント交換丁＾事

ゴミ貯印)|ti機fli［御部品交換丁．事
避雷針交換て事

ガス立体炊飯器更新

介護医療院セ／サー付きベッド更新

介護医療院入浴装置等更新

介護医療院居室改修二事（間仕切兼用収納家具設置工事）

工

オ

カ

キ

ク

ケ

10 新型コロナウイルス感染防止対策について

新刑コロナウイルス感染症は 5類へ移行しま」たが、財団の連営する各施設は、医療・介

護•福祉胞設であることを鑑みて、利用者が安心してサービスを受けられるよう、引ぎ続き感

染予防策の徹応を図りました。 ヵカ方で、国や横浜市の方針に従い、事業活動自体はコロナ以前

の状態に段階竹に戻すよう努めよした。

イ

ウ

エ

《主な感染f防対策》

ア 入館者全員1こ灼し検温を実施し、発熟者は入館禁止としました。また、消五の徹区を図るな

どしました。

高齢施設利弔者の希望者に対してワクチン接種を行いましに

蘭齢者施設の入所者及び職員に、必要rこ応してドしlく検査・抗原喉査を実施しま

高齢者施設では、居室以外の専用スヘースで対H由会を行 vr）ようにしました。
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11 横浜市総合保健医療財団の基本理念及び行動指針の改定について

当炉門では、平成 18年度の横浜市総合俣健医療センター第1朋指定管理開始に合わせて、法人の

基本理含を制定し、その実現Iこ向け行動摺針を設け、職員ゾ、ひとりが日々、職務を遂行／ていく中

で、誠実で適切な行動をとるよう努めてさましt~

制定からこの間、日まぐるしく変化する礼公状況や新しい時代のニーズこ即した支援・ザービス提

供を実施してさましたが、多藻化丁る剛〖の要請に応じ、引さ続さ地域社会の心員としてその責務を

果た寸へく、基本理念及び行動指針の改定に向」、職員の意見も］凋＾寧に聞きながら、議論を重ね、以

下の新たな基本理念ど行動指針に変更することとしましたっ

新たな基加旦企・行動指針に基づいだ法人連営を、令和7年度より開始しました。

新 旧

誰もが安心して地域牛活が送れる共牛社会の実現を目指

基 します。 「個の尊重J「安心と信

本 当法人では、「坦域Iとは「施設や病院も含む、自己決定や人権か 頼」を大切に、質の高

理 尊重され、二体性が発揮される全ての輩てあるとの共通認識：こ いサービス提供を日指

念 見づき、そのような場こおいて誰もが安心して1活を送れる仕会 します。

の実現を目指します。

1,一人ひとりの価値観や多様性を尊重します。
（説田）利月者やその家族の価値観（意思及び自戸，決定なりや 1,人としての惰厳及

多様性を尊旦するここに）Jl1えて、働く職員入ひとりも、冗い冗 び樅利を叩liし、
価値観億思及び自己決定など）や多橡性を尊重します。 守ります。

2，自己研鑽に励み、ともに育ちあい、コンプライアン

ス意識を高く持ちます。 2, その人の意忍及び

（説明）職責を果たずこどはもちろん、負ら上体的に学習し、経 日己決か枷を叫I¥
験を蓄積Jることで戌長しよす。併せて、保健芙痰福祉に携｛つる します。
公的団体の職員として、法令遵守は勿論のこと、高いコンプライ

行 アンス意識に基づき行動します。

動 3' プライバシーを保

指 3,部門間での連携や地域とのつながりを重視します。 し、オ秘義務を
針 （説［月）人と人とのつながりを人切にし、多職種多機能を有j・る 遮守します。
仏人の強みを活かして横断的な体制で課題解決に取り咀むととも

に、地域関係機関と協働することで重厨的な支援ネットワーク：r
構築約恥佳しまず。 4，述桃・協働し、最

因を尽くします，
4,社会のニーズに柔軟に応えることで先駆的な取り組
みを創造し、もって保健医療福祉の発展に寄与します。

5,常に、知歳・技術
（説明）その時代の社会的背景や、予測されるニーズを踏まえた

上で、公益法人として社会的諜題の解決に取り組みます。その過 を闊め、指J)左聞

程吝涌じて得られた知肘左社会に深刀し、広く｛呆飼医療幅祉の辛 発します。
展にも奇与しよす。
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III 精神障害者生活支援センター管理置営事業

生1舌支援センタ は、精神障害のたる方や精神保健に課題を抱える方々が、そ汀ぞれに望む地域生活を

文援しますのまた、「精神障害にも対応した地域包括ケアンステム（にも包括） Iの構築の中核を担い、当

事者や地域（1）関係機関との協働により地域づくりを進めますリ

総合保健医療且9・団では、神奈川区生活支援センター、磯子区生活支援センター及び泄北区生活支援セン

ターの運営を行っています。

1 横浜市神奈川区嗜神障害者生活支援センタ

付奈川区生活文援センターは、精神障害(/)ある方々が地域の中で、その方が望恥ように募らせるよう、

地域連携を基牲として支援を展開していますぐまた、区桐祉保健センターや基幹相談支援センターこ ",3

機関 体の運営により地域生活支援拠点等の体聞整備を進め、自立支援協議会の活動等を通して「精神障

も対応した地域包括ケアシステム 1 の構築を進めています・,

複雑・多様化する地域住民のニーズを「寧に宅担し、地域ケアプラザ等との連携を深める中で、より地

域：こ根差した支援が展開できるよう柔軟に事業連骨に努めています。

(1)開設場所横浜市神奈川区反町1-8-4 は一と友神奈川 4階

(2)連呂時間 午前9時から午後 8時よび（毎週土曜日は午前9時から仁後 5時：まで）

毎週［瞳Il及び年太年始(12月29日から 1月3日まで）は休館

※利用可能時間は、サービスごとに異なりまず。

（3)利用状況及び支援内容

ア来館者数 （人） ：日）

全体

5,208 

男性

3,304 

本人
l 

実人数

l88 

女性

1,884 

実人数

172 

家族 ポランテ 9f その他

20 

゜ 。
イ援助方法

合計

7,261 

苧ヨー
国西ロ

4,925 

而接

519 

非構造而攘

1,545 

訪問

127 

同行

72 

そのロ

一73 
ウ 輝託医等相談

嘱託医相談（精神科医師） ※設置回数は24回

実前国数※

4
 

合計4（人） 1男牛 1（人） I女袢 1（人） 家族等（付ぎ添い含的） （人）

2 

工生活支援 （人）

食事サーヒス（提供日 185日） 入浴サービス（提供日 305日）

合計 ガ性 女性 合計 男性 女性

1,059 568 491 766 616 150 

1日平屹 5.7 1日平均 2.5 
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(4)利芹登録者数 （人）

A 令和7年4月1日付登録老数 405 

B 年度内新規登録者総数 74 

A+B~C 年度内利用登録者総数 479 

D 年度内終了者総数 124 

C-D=E 令和8年3月31日付登録者数 355 

(5) 自主企面事業および関係機関との共催事業など

プログラムを実施するとともに利用者が丘上的に活肌するサークル活動等を文援しましたヘ

名称 回数 延参加人数

利用者ミーティング 4 17 

俳句会 10 70 

ヒアミーティング（打合せを含む） 13 113 

ぽんわかWRAP （ピア分科会） 12 100 

就労ピアミーティング（ヒア分科会） 12 70 

手芸サーク）~レ 24 145 

みんカラ 12 104 

園芸ナークル 2 11 

オセロレボリューション 11 37 

将棋ナークル ， 25 
その他 l 2 

合計 110 694 

(6)地域会議等

地域の関係機関、団沐との連携強化を図るため、各種の会議等に出席しました。

名称 回数

生活支援センター連営連絡会 2 

家族会：わかtご会）総会・定例会 ， 
区地域袖祉保健計面策定・推進会議 2 

神余川区目立文援協議公関連（事務局公議・各部会） 61 

3機関定例カンファレンス（基幹相談支援センター・区役所； 12 

区医療ソーシャルワーカーとの連絡会 12 

成年後見サポートネット 3 

区生活困窮者支援制度で一プティ文ット会議 2 

区アウトリーチ支援事業打ち合わせ（糸口探しの公を含む） ， 
区行政連絡会（市・区役所・警察・消防・医療機繋） 1 

横浜市生活支援センター連絡会（幹事会・総会・担当者会） 7 

横浜市生活支援センター施設長会・英務者会議 ， 
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「は一と友呻余川I施設浬絡会 6 

移動情報センター会議 2 

在宅医療連携拠点（多職種連携会議〕 2 

合計 139 

(7)地域づくり

自立支援協議会：協議の場）を詞用し、社会福祉協議会や在宅医療連椀拠点などの関係機関と連

携—←C 「精神障害しも対応した地域包括ケアシステムの構築］や「地域生活支援拠点等の体制整俯J

1汀向げた検討や企画を行いました。神奈川区民主つりへの参加、障害者週間の普及啓発イベントの

実胞、サポードブンク「わたしくらしはこめます」の作成や周知も行いました。包括支援センター

の会義への定例参）JI]を継続しくいます。

(8)横浜市精神障害者退院サパート事業（横浜市独自事業）及び地域移行・地域定着支援事業（障害者

総合支援法内芸業）

従来からの横兵市精呻障害者退院サポート事業に）IIlえ、平成 25仁度から I指定舟舟般相談支援事業

所」の行定を受け、障害者総合支援怯に晶づく地域移行・地域定着支援事業（指定骨受相談支援事業）

を行いよした。医僚と福祉の連携の強化、地域の社会資源の積極的な活用を図り、クアマネジメント

の予法に基づいた支援を展開しまーた。

ぐ個別支援実施状況≫ 令和 7年度は支援対象者に延へ768回の支援を行いました。

□横浜市精神障言者退院サポート事業I，横浜市独自事業）
支援対象者数 病 名 帰 ふ恥ュt9 退院後の帰来冗

・統合失載症 11人
・退院 3人

18人 ・支援継続 13人 ・自宅 3人
•その他 7人

•その他 2人

0地域移行支援立業（障宙者総合支援法内事業）

支援対象考数 1 病 名 1 帰 結

3人 ・統合失調症 3人
・退院 2人

・支援継続 1人

※市事業と重複利用の万の場合は再掲

0地域定着支援謳業（障害者総合支援法内事業）

支援対象宕数 1 支援終了者数 ＇ 
4人 0人

≪普及啓発活動実施報告凌

0協働活動として、納棟への［方間や支援センタ 見学会を開催することができました。また、医療

従事者向けに学翌会を行いました。
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(9)計圃相淡文援事業

本人(/)希哨ずる生活の実現に向けて、サービス利用支援及ぴ維続サービス利用支援を行いましたむ

生活垢面に出同くこと等を通して多角的なアセスメントを行い、地域連携の中で支援を展開しまし

た＂

サービス利月支援（サービス等利用言惟画案作成）及び継続サービス利用支援（モニタリング）にお

いては、課題の解決や適切な幅祉サーヒスの利月につなげるだけでなく、利用者のストレングスや意

思決走が反映できるような文援を展開しましたn

0契約者累計 （人）

前年度からの継続契約者数 58 
60 

新規契約者数 2 

契約終了者数 6 
------------------------------------------- 60 
次年度継続契約者数 54 

0計面相談終了の理山

終了理由 人数

サービ人利用の終丁 2 

介護保険への移行 1 

その他 3 

合 計 6 

0世代別 （※契約者見計60人の内訳）

～1:歳 I 20;29 1 30:39 1 40:49 | 50/;59 | 60:“| 6:; 

（人）

合計

60 

0世帯状況

家族同居

3 

（※契約舌累計 60人の内訳）

単身生活 1 グ！／ープ小ーム

（人）

35 19 

所＿

2

入 入院中

1 
r
 

{
1
「

ロ合

60 

〔～）請求件数

指定サービス利用支援

（サービ人等利用計圃案）

59 

（件）

指定継涜サーピス利岸支援

（モニタリング）

149 

加算のみ請求 合計請求数

15 223 

0延支援実績 （件）

4,233 
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(l O)自立生活アンスタント事業（横浜巾独自事業）及ぴ目立生活援助事業（閥障害者総合文援法内事業）

単身等で生活すろ方等を対象に、アウトリーチ舌リの支援を行いました，生活場面での関わりを重

視し、訪問や動向による支援を行いま」た。地域の多様な貸源の活用を基盤に支援を展開しました。

両事業とも、リカハリーの視点を意識し、本人のス、レングを話かし、その人らしく地域で生話

し続ける事を日指して実施し主したリ

0横浜巾自立生活了シスタン 1、事業（横浜巾独自事業）

ア利用者数 （人）

前年度からの
5 

継続契約者

新規契約者 6 

在宅から (4) 

入所から (1) 

入院いら (1) 

文利用人数 11 

契約終了者 4 

次年度

継続茨約者数
7 

（人）

年齢 I ~29歳 Iso~39 I 40~49 I 50~59 | 60~ 
実利用者

11 
2
 

3
 

3
 

ー 2
 

ィ 手帳内訳 （人）

有（重複を含口）
’“’圧‘‘ 

身沐 知的 精神 l級 精神2級 精神 3級

゜ ゜
1 4 2 4 

I 

ウ 援助方法 （件）

面接 電話等 訪閂 ロ］行 加乃レI)' 合計

14 155 38 22 4 233 
I 

ご 支援内容（重複を含む） （件）

心理・情緒 医療・健康 消費生研 就労 衣食仕 対人

3 16 13 

゜
176 3 

判度 所属施設利用 関係横関連携 余暇支援 その他 合計

17 4 29 

゜
4 265 
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0自立生括援助事業（障害者総合支援法内事業）

ア利用者数 （人）

前年度からの
6 

継続契約者

新規契約者 2 

在宅から (1) 

入所から (1) 

入院から (O) 

実利用人数 8 

契約終了者 G 

次年度
2 

継続契約者数

年齢

実利用者

8 

（人）

~29歳 1 30~39 | 40~49 | 50~59 | 60~ 

ー ー 2
 

9
1
 

2
 

イ 総延べ利用者数 （人）

内訳

47 

1 （退所後 1年末満）

14 

ll （退所後 1年以上他）

33 

ウ 手帳内訳

有（菫複を含己ヽ ）

身沐 知的 精神 l級 精神2級 精神 3級

゜
1 1 4 1 

工援助方法

面按 電話等 訪問 司行 加乃レ／ス

7 263 96 37 4 

才 支援内容（重複和含訂）

狙£
'‘‘‘ 

2
 

（件）

云今」

407 

（件）

心理・情緒 医療・健康 消費生活 就労 衣食住 対人

4 54 26 

゜
270 2 

制度 所属施設利用 関係機関連携 余暇支援 その他 合計

47 7 63 3 7 483 
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2 横浜市磯子区精神障杏者生活支援センター

生活支援センターけ、精神障害のたる方や精神保健に諜題を抱える方々が、そ汎ぞれに噂む地域生活を

支援します。また、「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム（にも包括）」の構築の中核を担い、当

串者や地域の関係機関との！協働により地域つくりを進めます。

磯子区生話支援センターは、第 4賢殿子区地域幅社保健計画の甚本理念「誰もが幸せに暮らせる主ち

をみんなてめざすlのもと、区福祉保健センクー、基幹杜談支援センターをにじめ、区社会福祉協議会、

地域ケアフラザなどの関係機関・団体や、住民の方だどとこ九まで以上に連携や父浣を積極的に行い、よ

り地域に恨差した丈援が展開できるよう柔軟に事業を展開します~ー。

(1)開設場所 横浜市磯子区森4-1-17 3階

(2) 運営時間 午前 9時から午後 8時まで（毎週土曜日は午前 9時から午後 5時まで）

算週日曜日及び年末年始（12月29日から 1月3日まで）は休館

※利用可能時間は、サービ人ことし異なります。

(3)利芹状況及び支援内容

ア来館者数

本人
全体 家族 ボランラよィア

男性 圭人数 女性 実人薮

5,882 3,098 l09 1,488 99 67 13 

イ 援助方法

合計 | 苧ヰ丘三：nこ 面接 I非構造面咳 1 訪問 同行

7,566 5,774 255 1.066 260 54 

ゥ 掘託医等相談

実施回数※

2回

嘱訴医相談（精神科医師）※設置回数は24回

合計（人） l男性（人） 1女性（人） 1 家族等（付き添い含詮）

（人） ：日）

＿ T |叩爪葬
そし＇バ也

1,216 

（人）

その他

157 

（人）

二］
3
 。

ー 2
 

工生活支援

食事サービス 入浴サーごス 洗濯サービス インターネ；；トサービス

（提供日 231t:J) （提供日 307l:l) （提供l:J307日） ：提供日 157日）※

合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性

2,736 2,l3l 605 597 311 286 99 65 34 4 l 3 

1日平均 I 11.8 1 1平均 I 1.9 1日平均 I 0.3 1日1吐t） | 0.025 

（人）

※ インターネソトサービスは令杓 7年 9月80日で終了

(4)利圧登録者数 （人〕

A
-
B
 A+B~C 

令和 7年1月1日付登録者数

仁度内新規登録者総数

仁度内利用登録者絵数

277-85-302 
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r―□ | 戸 l18言□□言：録者数
(5) 自上企両車芙

名祐

もくもく会

ISOGO体操

書道教至

Cafe de府風浦
利用者ミーティング

文化祭（屏風ヶ浦地域ケアプラザと合同）

ノ口／与ロ ~む

77 

28n 

(6)地域交流 地域の関係機関や曰体との連携や交流を行いました。

名 称

地域ケア会議、ケアプラ七との打ち合わせ

防災訓練（屏風ヶ浦地域ケアプラサと合同） 計 2回

福祉避難所情報伝達訓練、福祉避難所連絡会（各2回）

運営連絡会甘12回

合 計

回数 延参力「人数

24 102 

24 107 

12 8 

23 158 

8 42 

1 400 

92 817 

延派渭職負数

25 

21 ， 
8 

63 

(7)地域会議等 地域の会議に参加い地域課題の把握や情報の共有を行いました。

名 称 延派遣職只数

磯子区自立支援航議会（事務局会議、担当者会議、代表者会議等） 37 

磯子区自立支援乱議会 相談部会（事務局） 11 

磯子区自立支援乱議会 精神連絡会〈部会長） ， 
磯子区自立支援窃議会 移動支援検討会（事務同） 7 

3機関直携宇例カンファレンス 31 

区障害担当連絡会 5 

アウトリーチ支姜連絡会 12 

その他（若者支姜連絡会、精神俣健塵絡会、在宅医療・介護連携会議なと） 24 

合 計 136 

(8)家放支援事業

破了区精神保健福祉家族会「なぎさ会＂と協働し、精神疾患の方のご家族への支援を行いました。

名 杵 回数 延参加人数

統合失調症の「家族教至」（家族会と (1)共催） 3 60 

家族会総会、定例会｀打た合nせへの参加 6 10 

9口人、 計 ， 70 
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(9) 普及啓発事業

「生げ支援センターたよい」を毎月発行し、市内の関係機閏（医療機喧・作業所・グループホームだ

ど）に配布しました。たよりは芯ームページl：でも閲覧できるようになっており、ホームページでは地

域精神保健部各係の取り組みとして、竺生活支援ピンターの活動状況も発1言しました。

主た、訛域や民卯協の万々に精神障害に関ずる輝解和広めろどたもに、当牛活支援センターの機能や

事業内容を周知し、利用児進を図りましたC

名 称 回数 延参1)11人数

新杉田地区普及啓発 1 20 

岡村地区普及啓発講座 1 20 

合 計 2 40 

(1 0)噴浜市精神障害者退院サポー K事業（横浜市独自事業）及び坦域移行・地域定着支援事業（l章害

者総合支援法内事業）

従米からの横浜巾嗜神障害者退浣サポーヽ事業に，IJIえ、平成25年度かう「指定叶＂` 般相談支援事

業所」{/)指定を受け、障害者総合支援法に甚づく地域移行・地域定着支援事業（指定～般相談支援

事業）を行ってきましたぐ「退院したい気持ち］を大見にー、医療と幅祉の連携を強化しながら、

ケアマネジメントの手法に基づ＼ヽた退院支援を行いまし7こ。

《個別支援起施状況≫ 令和 7年度は支援対象者に廷べ 398巨の支援を行いました。

0横浜庁精伸障害者退院サポート事巣（横浜市独自事業）

支援対象者数 病 名 帰 結

・退院 3 人
・統合失調症 8人

・支援継続 5 人10人
•その他 2人

・中断

0地域移行支援謳業（障害者総合支援法内事業）
・ ~9 ~ I 
支援対象者数

0人

0地域定着支援国業（障害者総合支援法内事業）

文援対象者数 1 支援終了者数 ＇ 

5人 0人

ぐ旗働活動・普及啓発活動実胞状況》

2 人

退院後の帰来先

・自宅 3人

横浜市精神障害者退院サポート事業の一環として、布院職員との協働活動を実施し、入院中の患者や病

棟職員なとに対する普及啓発及び関係機関との連携強化し努めました。
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対象病院 内容 実施回数 当センター以外の参加機関

横浜日野病院 状況共有及び今後の打ち合わせ 1回 病院PSW

病院PS＼り
横浜日野病院 事業説明および衰見交流会 1回

港南区生活支援ヤンター

l―)凶自立支援協議会精呻連絡会での協働活動

区褐祉保健センター・基幹相談支援センターと協働し、誰もが暮らしやすい地域実現のため「精神塩害

にも対応した地域旦括ケアシスアム」について考える機会を持ちました。 5• 9 • ll • 2月の 4旦、磯了区

内を中心とした事葵所の支項者で事例検魯左行っ他、 8050和テーマ：こグループワーク和行いました。家

放会、区生活困窮者白立支援制度担当者など昨年に引き続き参加者の拡大も実現し、より多様な視点での

意見交換がてきまし九。

対象者 内容 実施回数 延参力「人数

巌子区戸の地域支援者（I八届幹、福 ・参加者から事例を募り、関わり方や地域

祉市業者、訪間看護市業者等）、 課題を検討。 4口 99人

破子区外の区療機関、福祉関係者等 • 8050についてグループワーク

(1 1)計画咀談支援事業

当法人は精神障害のある方への支援事業所を複数有していることから、これまでの関わしを通し

て支援の視点を蓄積しています。これを話かすと共に地戒関係機関との連携により、指定特定相談支

援事業所としてのケアマネジメント機記をより茫揮しています。

サーピス利月支援（サービス等利用言＾‘＾圃案作成）及び継続サービス利用文援（モニタリング）にお

いては、課題の解決や適切な詞祉サービスの利月につながるだけでなく、利用者のストレングスや意

思決定が反映でぎるように実施していまず。

0契約者累計 〔人）

前年度からの継続契約者数 53 
56 

新規契約者数 3 

哭約終：者数 6 
56 

次年度継続契約者数 50 

0計画相談終了の理由

終［理由 人数

就職

゜タ：：去 2 

サービス絡了 4 

合 計 6 
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0且伐別 (※契約者累計56人の内訳） （人）

~19歳 20~29 30~39 “0~49 50~59 60~64 65~ 合計

゜
5 2 6 18 15 10 56 

0世帯状汎 （※契約者累計 56人の内訳I （人）

家族同居 単身生活 グループホーム 入所（生話訓練等） 合計

13 31 11 1 56 

0請求什数

指定サーヒス利用支援

（サービス等利用計画案）

52 

（件）

指定継続サーピス利用支援

（モ＝タリング）

153 

加算のみ請求 合計請求数

31 236 

※精神障害者支援体制（加算）を敗得／，てい主す

0延支援実績

4,698 

、ヽ，／ほ

(1 2)自立生活アンスタント事業（横浜市独自事業）及び自立生活援助翡業（障害者総合文援法内事業）

向事業｝も、リカハリーの祝点左意識し、本人の強み（長所）吝活かし、本人に｝ってより自分

らしい地域での生活を日指して地域の中の様々な資源と連携一支援を展開しました。

また、アウトリーチ支援事業の：窃力機関と／て、区の生活困窮担当者及びアウトしーチ支援只 I委

託で実施している自寸生几アシスタント事業所職員） ／直携し支援を検討、訪間や家族面接、広報

活動といった支援協力を行いました。

ぐ）横浜市自立牛活アシスタント出業（横浜市独自事業）

ア利用者数 （人）

酌年度からの
8 

継続契約者

新規契約者 10 

在宅から (8) 

入所から (1) 

入院から (1) 

史利用人数 18 

契約終了者 7 

次年度
11 

継続契約者数

（人）

年齢 I ~29 | 30~09 I 40~49 I 50~59 I 60~ 

実司用者

18 
ー 6

 
6
 

3
 

2
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イ 子脹内訳 （人）

有（重複を含むヽ ） | 
無

身体 知的 精神 1級 精神2級 精神 3級
l 

゜ ゜
2 11 4 

l 

ウ援助）バ去 （人）

而接 電話等 訪問 司行 加7沙／ス 合計

80 594 135 け1 6 846 
I 

工支援内容 （人）

心理・情緒 医療・健康 消費生活 就労 衣食住 対人

139 216 115 78 312 65 

制度 所属施設利用 関係機関連携 余暇支援 その他 合計

90 13 355 68 33 1,484 

オ アウトリーチ文援事業

対象者

アウトリーチ支援連絡会参加

支援頻度および内容

5名
＿ 
12皿

約 2回／月ケー人共有・訪問等

0自立生活援助事羹（障害者総合支援法内事業）

ア利用者数 （人）

伯年度かfノの
2 

継続契約者

新短契約者 2 

仕宅から (1) 

入所から (O) 

入院から (1) 

文利用人数 4 

契約終了者 4 

次年度

゜継続拠約者数

（人）

年齢

実利用者

4 

~29 I 30~39 I 40~49 I so~59 I 60~ 

ー

。
ー ー ー

イ 総延べ夭IJ用者数 （人）

15 

内訳
1 （退所後 1年末満）

11 

ll （退所後 1年以上他）

4 
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ウ 子脹内訳 （人）

有（重複を含むヽ ）
無

身体 知的 精神 1級 精神2級 精神 3級

゜ ゜ ゜
3 1 

゜| 
工援助方法 1件）

面接 直話等 訪閏 司行 加乃レ／ス 合計

2 78 41 7 1 129 
| 

オ支援内容 （件）

心理・情緒 互療・健戻 消費生活 就労 衣食仕 対人

8 39 10 6 48 

゜制度 所属旋設利用 関係機関連携 余暇支援 その他 合計

16 2 39 

゜
16 181 
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w 資料

【資料1】理事会・評議員会開催状況

理事会開催状況

開催年月日 決議賽項

．令和 6年度事業報古及び計算者類等の承認について

I 令和7年€月 3 日
．令和 7平度第 1回評議員会（定時評議に会）の招集及び目的事項（議題等）
について
・定其I提出書類の承認について

・評議員会釘招集及び目的事項：議題）について
2 令和7年8月22日 ・非業務執行理事等との吉任限定契約ブ）締結について

・役員との関の補償契約の締結につ＼ヽて

3 令和7年11月18日 ・決議事項なし（報告事項のみ）

．令和 8牛度事羮計圃書及ひ収文予算書の承認，こついズ
4 令和8年3月10日 ．令和 8年度資今調達及び設備投資の見込みについて

・役員賠償責任保険契約の締結につ＼ヽて

評謡員会開催状況

間催年月日 決議下項

I 令和7年6月19日
．令和 6平度計算書類等の承認について
・評議旦 5名の選任につい℃

2 令和7年8月22日
・理事 1名（J渭選任について
・評議員1名の遥任について
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【資料2】令和7年度公益財団法人横浜市総合保健医療財団役員名簿

令和8年3月31日

番号 役職名 氏 名 備 考

1 理事長（代表理事） 戸塚武和 横浜市医師会会長

2 専務理事（代表理事） 屋代英明 横浜市総合保健医療財団事務局長

3 理事（業務執行理事） 塩崎一昌 横浜市総合保健医療センター長

4 理事（業務執行理事） 小黒大治 横浜市総合保健医療財団総務部長

5 理事 石内亮 横浜市社会福祉協議会会長

6 理事 菅野義矩 横浜市精神障害者家族連合会副理事長

7 理事 久保進 横浜市保健活動推進員会会長

8 理事 鈴木悦朗 横浜市医師会理事（港北区医師会長）

， 理事 樋田美智子 横浜市健康福祉局健康推進部長

10 理事 根上茂治 横浜市医師会常任理事

11 監事 江田寛 公認会計士

12 監事 芳野直子 弁護士
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【資料3】令和7年度公益財団法人横浜市総合保健医療財団評議員名簿

令和8年3月31日(50音順）

番号 氏 名 備 考

1 青博孝 港北区連合町内会会長

2 赤羽重樹 横浜市医師会副会長

3 新井隆哲 横浜市健康福祉局高齢健康福祉部長

4 荒木秀子 横浜市食生活等改善推進員協議会副会長

5 岩井一芳 横浜市社会福祉協議会事務局長

6 小野聡 横浜市精神障害者地域生活支援連合会共同代表

7 片山久也 横浜市健康福祉局障害福祉保健部長

8 坂本悟 横浜市薬剤師会会長

， 佐藤信二 横浜市歯科医師会会長

10 内藤英二 横浜市医師会常任理事

11 横田弘子 神奈川県看護協会専務理事

12 吉岡郷介 横浜労災病院事務局長
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【資料4】公益財団法人横浜市総合保健医療財団組織図（令和8年3月31日現在）
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令和 711度巾業報古占には、「・般社I-ti広人及び•般材団法人に関する法律施行規則」第

3 4条第3珀に規正する附属明糾l，り「1i業恨；lii1)内容を袖足する，1t災な'lt項」が存在しない

のて作成しない。

令fIl8年6月

公益財団法人柚浜市総介保健I笈療材hi
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